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令和７年度 年間指導計画                                         滋賀県立米原高等学校 

科目名 論理国語 
学年 類型・コース 単位数 

３年 普通科英語コース １ 

学習の 

目標 

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資

質・能力を育成することを目指す。 

使用教材 

教科書：『精選 論理国語』（数研出版）  

副教材：『プレミアムカラー国語便覧デジタル版』（数研出版） 

     『現代文単語ノート 改訂版』（文英堂） 

評価 

評
価
法 

定期考査、小テスト、課題考査、ノート、提出物、グループワークへの取り組み状況等で評価

します。 

評
価
観
点
の
趣
旨 

a 知識・技能 実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにしている。 

b 思考・判断・表現 

「書くこと」，「読むこと」の各領域において，論理的，批判的に考える力を伸

ばすとともに，創造的に考える力を養い，他者との関わりの中で伝え合う力

を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにして

いる。 

c 
主体的に学習に 

取り組む態度 

言葉を通じて積極的に他者や社会に関わったり，思いや考えを広げたり深め

たりしながら，言葉がもつ価値への認識を深めようとしているとともに，進

んで読書に親しみ，言葉を効果的に使おうとしている。 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末と学年末には観点別学習状況の評価（Ａ，Ｂ，Ｃ

の 3段階）及び評定（１～５の 5段階）にまとめます。 

 

期 月 
学習項目・単元 

学習内容 

（言語材料・単元の目標） 

評価方法 

a b c 

１
学
期 

4 

 

 

 

異文化と普遍/ 

 

「文化が違う」とは何

を意味するのか？ 

 

・「新しい普遍性」という表現に込められた筆

者の意図を読み取り、自分の生活と関連づ

けて考察する。 

・自文化中心的な「文化相対主義」の中身を 

理解させたうえで、筆者が提唱していること 

を理解させる。 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

 

 

課題 

ペアワー

ク 

グループ 

ワーク 

 

 

 

課題 

ペアワー

ク 

グループ

ワーク 

 

 

 

5 

 

 

中間考査 

6 

 

 

 

情報と知性/ 

 

生命の知性 

 

・他律的な認知システム・自律的な認知シス 

テムとは、どういうものかを理解させる。 

・筆者の主張を踏まえて、「生命らしい知性」

とは何か考察する。 

・状況に依存した思考とは具体的にどのよう

なことか説明する。 

 

7 

 

 

期末考査 
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２
学
期 

９  

考えの表出/ 

 

人はなぜ働かなくて

はならないのか 

 

・労働を「アイデンティティを承認されるため

の必須条件」とする筆者の主張を具体的に

理解する。 

・「労働」についての自分の考えを根拠とと

もに論述する。 

 

中間考査 

 

中間考査 

 

課題 

ペアワー

ク 

10 共通テスト演習  

中間考査 

11 共通テスト演習  

12 共通テスト演習  

期末考査 

３
学
期 

1 共通テスト演習    

 

 

 
2   

 

3   

 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

昨今の国語の入試問題はますます長文化する傾向にあり、定められた制限時間内で読み解くためには、読む速度

を上げていくことが求められます。その対策としては、日頃から文章に触れ、語彙力や集中力を高めておくことが

最良の方法です。週末課題や模試以外にも長文に触れる機会を増やしておきましょう。 
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令和７年度 年間指導計画                                         滋賀県立米原高等学校 

科目名 論理国語 

学年 類型・コース 単位数 

３年 
普通科理型 

理数科 
２ 

学習の 

目標 

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資

質・能力を育成することを目指す。 

使用教材 

教科書：『精選 論理国語』（数研出版）  

副教材：『プレミアムカラー国語便覧デジタル版』（数研出版） 

     『現代文単語ノート 改訂版』（文英堂） 

評価 

評
価
法 

定期考査、小テスト、課題考査、ノート、提出物、グループワークへの取り組み状況等で評価

します。 

評
価
観
点
の
趣
旨 

a 知識・技能 実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにしている。 

b 思考・判断・表現 

「書くこと」，「読むこと」の各領域において，論理的，批判的に考える力を伸

ばすとともに，創造的に考える力を養い，他者との関わりの中で伝え合う力

を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにして

いる。 

c 
主体的に学習に 

取り組む態度 

言葉を通じて積極的に他者や社会に関わったり，思いや考えを広げたり深め

たりしながら，言葉がもつ価値への認識を深めようとしているとともに，進

んで読書に親しみ，言葉を効果的に使おうとしている。 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末と学年末には観点別学習状況の評価（Ａ，Ｂ，Ｃ

の 3段階）及び評定（１～５の 5段階）にまとめます。 

 

期 月 
学習項目・単元 

学習内容 

（言語材料・単元の目標） 

評価方法 

a b c 

１
学
期 

4 異文化と普遍/ 

「文化が違う」とは何

を意味するのか？ 

・「新しい普遍性」という表現に込められた

筆者の意図を読み取り、自分の生活と関連

づけて考察する。 

中間考査 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

 

 

課題 

 

 

課題 

 

 

 

 

 

課題 

グループ

ワーク 

 

 

 

5 情報と知性/ 

生命の知性 

 

 

 

・筆者の主張を踏まえて、「生命らしい知性」

とは何か考察する。 

・状況に依存した思考とは具体的にどのよ

うなことか説明する。 

中間考査 

6 環境と人間/ 

環境と心の問題 

・機械論的自然観、原子論的な還元主義、物

心二元論といった哲学的概念の内容を読

み取る。 

・「物心二元論」について起源や考え方を詳

しく調べ、現代社会における功罪について

話し合う。 
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7 環境と人間/ 

意志と選択 

・「選択」が「意志」にすり替えられて議論さ

れてきたことを理解させる。 

・あらゆる行為は「選択」であるという筆者

の指摘を再確認させる。 

 

期末考査 期末考査 課題 

期末考査 

２
学
期 

９ 考えの表出/ 

人はなぜ働かなくて

はならないのか 

 

 

・労働を「アイデンティティを承認されるため

の必須条件」とする筆者の主張を具体的に

理解する。 

・「労働」についての自分の考えを根拠とと

もに論述する。 

 

中間考査 

 

中間考査 

 

課題 

10 共通テスト演習  

中間考査 

11 共通テスト演習  

12 共通テスト演習  

期末考査 

３
学
期 

1 共通テスト演習    

 

 

 
2   

学年末考査 

3   

 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

昨今の国語の入試問題はますます長文化する傾向にあり、定められた制限時間内で読み解くためには、読む速度

を上げていくことが求められます。その対策としては、日頃から文章に触れ、語彙力や集中力を高めておくことが

最良の方法です。週末課題や模試以外にも長文に触れる機会を増やしておきましょう。 
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令和７年度 年間指導計画                                         滋賀県立米原高等学校 

科目名 文学国語 

学年 類型・コース 単位数 

３年 
普通科文型・英語コ

ース 
３ 

学習の 

目標 

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資

質・能力を育成することを目指す。 

使用教材 

教科書：『文学国語』（数研出版）  

副教材：『プレミアムカラー国語便覧デジタル版』（数研出版） 

     『現代文単語ノート 改訂版』（文英堂） 

評価 

評
価
法 

定期考査、小テスト、課題考査、ノート、提出物で評価します。 

評
価
観
点
の
趣
旨 

a 知識・技能 

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付ける

とともに，我が国の言語文化に対する理解を深めることができる

ようにしている。 

b 思考・判断・表現 

「書くこと」，「読むこと」の各領域において，深く共感したり豊かに

想像したりする力を伸ばすとともに，創造的に考える力を養い，

他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広

げたり深めたりすることができるようにしている。 

c 
主体的に学習に 

取り組む態度 

言葉を通じて積極的に他者や社会に関わったり，思いや考えを広

げたり深めたりしながら，言葉がもつ価値への認識を深めようと

しているとともに，進んで読書に親しみ，言葉を効果的に使おうと

している。 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末と学年末には観点別学習状況の評価（Ａ，Ｂ，Ｃ

の 3段階）及び評定（１～５の 5段階）にまとめます。 

 

期 月 
学習項目・単元 

学習内容 

（言語材料・単元の目標） 

評価方法 

a b c 

１
学
期 

4 「山月記」 

探究の扉「人虎伝」 

 

・本文全体から、虎になる前の李徴の人柄を整

理し、文章でまとめる。 

・李徴自身は、自分が虎になったのはなぜだと

考えているかをまとめる。 

・作者がこの作品を人間が虎になるという設

定にしたのはなぜかを考える。 

・『山月記』と『人虎伝』の内容上の違いを書く。 

中間考査 

発問評価 

小テスト 

 

 

 

 

中間考査 

発問評価 

小テスト 

 

 

 

中間考査 

発問評価 

（読む） 

（書く） 

 

 

 

中間考査 

発問評価 

（読む） 

（書く） 

 

 

プリント 

記述点検 

 

 

 

 

 

プリント 

記述確認 

 

 

 

 

5 「鍋セット」 

 

 

 

 

・「母」に対する「私」の心情は、どのように変化

しているかを時系列に沿ってまとめる。 

・「私」にとって、「鍋セット」とは何であったか

を考える。 

中間考査 
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6 「ナイン」 ・新道少年野球団のナインについてまとめる。 

・正太郎くんに対して、中村さんと英夫くんは、

それぞれどのような思いをいだいているか

を説明する。 

・正太郎くんはどのような人物だと考えられる

か、本文の出来事を踏まえて説明する。 

・正太郎くんを許した英夫くんと常雄くんの心

情は、少年野球大会の決勝で正太郎くんが日

陰を作ってくれたエピソードとどのように関

連しているかを説明する。 

期末考査 

発問評価 

小テスト 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

発問評価 

小テスト 

期末考査 

発問評価 

（読む） 

（書く） 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

発問評価 

（読む） 

（書く） 

プリント 

記述確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

プリント 

記述確認 

7 「小諸なる古城のほ

とり」 

 

 

 

「永訣の朝」 

 

 

 

 

「表札」 

 

 

 

 

「発車」 

・「雲白く遊子悲しむ」の悲しみの内容はどのよ

うなものかを説明する。 

・詩を音読し、そのリズムや文語体にどのよう

な印象を受けたかを話し合う。 

・「わたくし」の「いもうと」に対する心情変化を

整理する。 

・「松の針」「無声慟哭」も合わせて読み、宮澤

賢治の妹への心情や兄妹のつながりについ

て、感じたことを話し合う。 

・第二連に出てくる二人の「わたし」は、それぞ

れどのような「わたし」を表しているかを説明

する。 

・「ただ あのベルがなりやんだら─」からは、

「わたし」のどのような心情がうかがえるかを

説明する。 

・この詩を読んで、人間関係について感じたこ

とや考えたことを書く。 

期末考査 

２
学
期 

９ 「こころ」 ・「私（＝先生）」のＫに対する心情を整理する。 

・Ｋが用いた「覚悟」という言葉を「私」はどの

ように解釈しているかを時間の経過に従って

まとめる。 

・「覚悟」という言葉をＫはどのような意味で用

いたのかを考える。 

 中間考査 

発問評価 

プリント 

（読む） 

（書く） 

 

 

 

 

 

プリント 

行動確認 

記述確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 共通テスト演習  

中間考査 

11 共通テスト演習  

12 共通テスト演習 ・ 

期末考査 

３学期 １ 共通テスト演習     
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担当者からのメッセージ（学習方法など） 

教科書冒頭に示されている文学的文章鑑賞の着眼点にあるように、「場面（背景）」・「人物」・「表現」を意識して主

題を読み取ります。自分の感覚で読んでいくのではなく、他の部分の表現や描写と関連付けながら、緻密に、論

理的に読んでいくという意識をもちましょう。また、漢字・語彙の獲得は普段からの継続した取り組みが必要で

す。気になる語はすぐに辞書で確認し、身につけていきましょう。 

 

 

 

2   

 

３   
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令和７年度 年間指導計画                                         滋賀県立米原高等学校 

科目名 古典探究 
学年 類型・コース 単位数 

３年 普通科文型・理型 ３ 

学習の 

目標 

＊生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の伝統的な言語文

化に対する理解を深めることができるようにする。 

＊論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、古典などを通した先人のもの

の見方、感じ方、考え方との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりす

ることができるようにする。 

＊言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ、我が国の

言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

使用教材 

教科書：『古典探究 古文編』 『古典探究 漢文編』（数研出版） 

副教材：『古典常識も学べる 新明説総合古典文法』（尚文出版） 

『イラストとシーンでおぼえる LOOK@古文単語 337』（京都書房） 

『精選漢文』（尚文出版）    

『プレミアムカラー国語便覧デジタル版』（数研出版） 

評価 

評
価
法 

定期考査、小テスト、課題考査、ノート、提出物で評価します。 

評
価
観
点
の
趣
旨 

a 知識・技能 

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付ける

とともに，我が国の伝統的な言語文化に対する理解を深めること

ができるようにする。 

b 思考・判断・表現 

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸

ばし，古典などを通した先人のものの見方，感じ方，考え方との関

わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深め

たりすることができるようにする。 

c 
主体的に学習に 

取り組む態度 

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって古典

に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手としての自

覚を深め，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養

う。 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末と学年末には観点別学習状況の評価（Ａ，Ｂ，Ｃ

の 3段階）及び評定（１～５の 5段階）にまとめます。 
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期 月 
学習項目・単元 

学習内容 

（言語材料・単元の目標） 

評価方法 

a b c 

１
学
期 

4 『源氏物語』  

「小柴垣のもと」 

 

 

 

 

 

 

 

随筆/二月つご

もりごろに（枕

草子 

 

 

・著名な古典文学作品である『源氏物語』やその

作者について、関心を持ち、深く知る。 

・「生ひ立たむ……」と「初草の……」の歌につい

て、「若草」「露」「初草」が何をたとえているか、そ

れぞれの歌は何を訴えようとしているか、説明す

る。 

・光源氏は「女子」のどこに興味をひかれている

のか、説明する。・ 

・「宰相の御いらへを……心一つに苦しきを」に

ついて、ここで作者が配慮していることは何か。

説明する。 

・「なほ内侍に奏してなさむ」とは、誰をどのよう

に評しているのか。説明する。 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

課題 

 

 

 

 

 

 

課題 

 

 

 

 

課題 

 

 

 

 

 

課題 

 

 

 

 

課題 

グループ

ワーク 

 

 

 

課題 

 

 

 

 

 

 

 

課題 

5 文章/漁父辞 

 

 

 

・屈原と漁父の問答について、それぞれの考え方

をまとめ、その違いについて考える。 

・漁父の歌った歌謡の意味を考える。 

・作品全体の構成を考える。 

・本文から対になっている表現を抜き出す。 

 

中間考査 

6 日記文学/うつ

ろひたる菊（蜻

蛉日記） 

 

 

 

日記文学/薫る

香に（和泉式部

日記） 

・作者と兼家との間にどのようなことが起こった

のか、時間を追って整理する。 

・「嘆きつつ……」の歌を「例よりはひきつくろひ

て書きて、うつろひたる菊にさし」て贈った作者

の気持ちについて話し合う。 

 

・作者が「薫る香に……」の歌を帥宮に贈ったの

はどういう気持ちからか、考える。 

・「同じ枝に……」の歌の「同じ枝」「ほととぎす」

「声は変はらぬ」という表現がどういう意味を持

って使われているか、考える。 

・「うち出ででも……」「今日のまの……」の贈答

歌について、それぞれの歌に込められた気持ち

を説明する。 

7 史伝/廉頗・藺相

如 

・藺相如が秦に着いたとき、秦王はどのような応

対をしたか説明する。 

・それに対し藺相如はどのような行動で対抗しよ

うとしたか説明する。 

・この逸話に由来する「完璧」という成語は、現在
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どのような意味で使われているか調べる。 

・廉頗は最初、藺相如をどのように思い、どのよ

うな態度をとったかまとめる。 

・藺相如は廉頗に対してどのような態度をとった

か、理由とともにまとめる。 

・「刎頸の交わり」という成語は、現在どのような

意味で使われているか調べる。 

期末考査 

２
学
期 

９ 和歌・歌謡・俳諧

/和歌・歌謡 

 

 

 

評論/文（無名草

子） 

・作者は和歌をどのようなものととらえている

か、その本質と効用に分けて整理する。 

・作者は六歌仙の歌をそれぞれどのようにたとえ

て評価しているか、整理し、考える。 

 

・文の「めでたき」ところはどのようなところか、

まとめる。 

・「『枕草子』に返す返す申して侍る」について、具

体的にどのようなことが書いてあるのか、調べ

る。 

・「文字」を持つことの意味について、具体的な体

験談を交えながら、自分の考えをまとめる。 

中間考査 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

中間考査 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

課題 

 

 

 

 

課題 

 

 

 

 

 

 

課題 10 評論/本歌取り

（近代秀歌） 

・筆者は、すばらしい歌を作るためにはどうした

らよいと言っているか、説明する。 

・筆者は、「本歌」の扱い方についてどのように考

えているか、説明する。 

中間考査 

11 共通テスト演習  

12 共通テスト演習  

期末考査 

３
学
期 

1 共通テスト演習     

2   

 

3   

 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

三年生ではより実践的な、読解力、表現力、判断力が求められます。語彙力がないと読めませんし、表現もできま

せん。日頃からすぐに辞書で調べるようにしましょう。単語帳をみているだけでは身につきません。文脈の中でそ

の語がどのような意味で用いられているのかが理解できるように日頃から言葉を意識して学習に取り組んでく

ださい。 
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令和７年度 年間指導計画                                         滋賀県立米原高等学校 

科目名 古典探究 
学年 類型・コース 単位数 

３年 英語コース ２ 

学習の 

目標 

＊生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の伝統的な言語文

化に対する理解を深めることができるようにする。 

＊論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、古典などを通した先人のもの

の見方、感じ方、考え方との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりす

ることができるようにする。 

＊言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ、我が国の

言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

使用教材 

教科書：『古典探究 古文編』 『古典探究 漢文編』（数研出版） 

副教材：『古典常識も学べる 新明説総合古典文法』（尚文出版） 

『句法と語彙を一緒に学ぶ 新明説漢文』（尚文出版） 

『イラストとシーンでおぼえる LOOK@古文単語 337』（京都書房） 

『精選漢文』（尚文出版）    

『プレミアムカラー国語便覧デジタル版』（数研出版） 

評価 

評
価
法 

定期考査、小テスト、課題考査、ノート、提出物で評価します。 

評
価
観
点
の
趣
旨 

a 知識・技能 

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付ける

とともに，我が国の伝統的な言語文化に対する理解を深めること

ができるようにする。 

b 思考・判断・表現 

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸

ばし，古典などを通した先人のものの見方，感じ方，考え方との関

わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深め

たりすることができるようにする。 

c 
主体的に学習に 

取り組む態度 

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって古典

に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手としての自

覚を深め，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養

う。 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末と学年末には観点別学習状況の評価（Ａ，Ｂ，Ｃ

の 3段階）及び評定（１～５の 5段階）にまとめます。 
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期 月 
学習項目・単元 

学習内容 

（言語材料・単元の目標） 

評価方法 

a b c 

１
学
期 

4 随筆/二月つご

もりごろに（枕

草子 

 

 

・「宰相の御いらへを……心一つに苦しきを」に

ついて、ここで作者が配慮していることは何か。

説明する。 

・「なほ内侍に奏してなさむ」とは、誰をどのよう

に評しているのか。説明する。 

中間考査 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

課題 

 

 

 

 

課題 

 

 

 

 

 

 

課題 

グループ

ワーク 

 

 

 

課題 

5 文章/漁父辞 

 

 

 

・屈原と漁父の問答について、それぞれの考え方

をまとめ、その違いについて考える。 

・漁父の歌った歌謡の意味を考える。 

・作品全体の構成を考える。 

・本文から対になっている表現を抜き出す。 

 

中間考査 

6 日記文学/うつ

ろひたる菊（蜻

蛉日記） 

 

 

 

・作者と兼家との間にどのようなことが起こった

のか、時間を追って整理する。 

・「嘆きつつ……」の歌を「例よりはひきつくろひ

て書きて、うつろひたる菊にさし」て贈った作者

の気持ちについて話し合う。 

 

7 史伝/廉頗・藺相

如 

・藺相如が秦に着いたとき、秦王はどのような応

対をしたか説明する。 

・それに対し藺相如はどのような行動で対抗しよ

うとしたか説明する。 

・この逸話に由来する「完璧」という成語は、現在

どのような意味で使われているか調べる。 

・廉頗は最初、藺相如をどのように思い、どのよ

うな態度をとったかまとめる。 

・藺相如は廉頗に対してどのような態度をとった

か、理由とともにまとめる。 

・「刎頸の交わり」という成語は、現在どのような

意味で使われているか調べる。 

期末考査 

２
学
期 

９ 和歌・歌謡・俳諧

/和歌・歌謡 

 

 

 

評論/文（無名草

子） 

・作者は和歌をどのようなものととらえている

か、その本質と効用に分けて整理する。 

・作者は六歌仙の歌をそれぞれどのようにたとえ

て評価しているか、整理し、考える。 

 

・文の「めでたき」ところはどのようなところか、

まとめる。 

 

中間考査 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

課題 

 

 

 

 

課題 
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・「『枕草子』に返す返す申して侍る」について、具

体的にどのようなことが書いてあるのか、調べ

る。 

・「文字」を持つことの意味について、具体的な体

験談を交えながら、自分の考えをまとめる。 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

課題 

10 評論/本歌取り

（近代秀歌） 

・筆者は、すばらしい歌を作るためにはどうした

らよいと言っているか、説明する。 

・筆者は、「本歌」の扱い方についてどのように考

えているか、説明する。 

中間考査 

11 共通テスト演習  

12 共通テスト演習  

期末考査 

３
学
期 

1 共通テスト演習     

2   

 

3   

 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

三年生ではより実践的な、読解力、表現力、判断力が求められます。語彙力がないと読めませんし、表現もできま

せん。日頃からすぐに辞書で調べるようにしましょう。単語帳をみているだけでは身につきません。文脈の中でそ

の語がどのような意味で用いられているのかが理解できるように日頃から言葉を意識して学習に取り組んでく

ださい。 
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令和７年度 年間指導計画                                         滋賀県立米原高等学校 

科目名 古典探究 
学年 類型・コース 単位数 

３年 理数科 ２ 

学習の 

目標 

＊生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の伝統的な言語文

化に対する理解を深めることができるようにする。 

＊論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、古典などを通した先人のもの

の見方、感じ方、考え方との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりす

ることができるようにする。 

＊言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ、我が国の

言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

使用教材 

教科書：『古典探究 古文編』 『古典探究 漢文編』（数研出版） 

副教材：『古典常識も学べる 新明説総合古典文法』（尚文出版） 

『句法と語彙を一緒に学ぶ 新明説漢文』（尚文出版） 

『イラストとシーンでおぼえる LOOK@古文単語 337』（京都書房） 

『精選漢文』（尚文出版）    

『プレミアムカラー国語便覧デジタル版』（数研出版） 

評価 

評
価
法 

定期考査、小テスト、課題考査、ノート、提出物で評価します。 

評
価
観
点
の
趣
旨 

a 知識・技能 

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付ける

とともに，我が国の伝統的な言語文化に対する理解を深めること

ができるようにする。 

b 思考・判断・表現 

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸

ばし，古典などを通した先人のものの見方，感じ方，考え方との関

わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深め

たりすることができるようにする。 

c 
主体的に学習に 

取り組む態度 

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって古典

に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手としての自

覚を深め，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養

う。 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末と学年末には観点別学習状況の評価（Ａ，Ｂ，Ｃ

の 3段階）及び評定（１～５の 5段階）にまとめます。 
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期 月 
学習項目・単元 

学習内容 

（言語材料・単元の目標） 

評価方法 

a b c 

１
学
期 

4 随筆/二月つご

もりごろに（枕

草子 

 

 

・「宰相の御いらへを……心一つに苦しきを」に

ついて、ここで作者が配慮していることは何か。

説明する。 

・「なほ内侍に奏してなさむ」とは、誰をどのよう

に評しているのか。説明する。 

中間考査 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

課題 

 

 

 

 

課題 

 

 

 

 

 

 

課題 

グループ

ワーク 

 

 

 

課題 

5 文章/漁父辞 

 

 

 

・屈原と漁父の問答について、それぞれの考え方

をまとめ、その違いについて考える。 

・漁父の歌った歌謡の意味を考える。 

・作品全体の構成を考える。 

・本文から対になっている表現を抜き出す。 

 

中間考査 

6 日記文学/うつ

ろひたる菊（蜻

蛉日記） 

 

 

 

・作者と兼家との間にどのようなことが起こった

のか、時間を追って整理する。 

・「嘆きつつ……」の歌を「例よりはひきつくろひ

て書きて、うつろひたる菊にさし」て贈った作者

の気持ちについて話し合う。 

 

7 史伝/廉頗・藺相

如 

・藺相如が秦に着いたとき、秦王はどのような応

対をしたか説明する。 

・それに対し藺相如はどのような行動で対抗しよ

うとしたか説明する。 

・この逸話に由来する「完璧」という成語は、現在

どのような意味で使われているか調べる。 

・廉頗は最初、藺相如をどのように思い、どのよ

うな態度をとったかまとめる。 

・藺相如は廉頗に対してどのような態度をとった

か、理由とともにまとめる。 

・「刎頸の交わり」という成語は、現在どのような

意味で使われているか調べる。 

期末考査 

２
学
期 

９ 和歌・歌謡・俳諧

/和歌・歌謡 

 

 

 

評論/文（無名草

子） 

・作者は和歌をどのようなものととらえている

か、その本質と効用に分けて整理する。 

・作者は六歌仙の歌をそれぞれどのようにたとえ

て評価しているか、整理し、考える。 

 

・文の「めでたき」ところはどのようなところか、

まとめる。 

 

中間考査 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

課題 

 

 

 

 

課題 
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・「『枕草子』に返す返す申して侍る」について、具

体的にどのようなことが書いてあるのか、調べ

る。 

・「文字」を持つことの意味について、具体的な体

験談を交えながら、自分の考えをまとめる。 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

課題 

10 評論/本歌取り

（近代秀歌） 

・筆者は、すばらしい歌を作るためにはどうした

らよいと言っているか、説明する。 

・筆者は、「本歌」の扱い方についてどのように考

えているか、説明する。 

中間考査 

11 共通テスト演習  

12 共通テスト演習  

期末考査 

３
学
期 

1 共通テスト演習     

2   

 

3   

 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

三年生ではより実践的な、読解力、表現力、判断力が求められます。語彙力がないと読めませんし、表現もできま

せん。日頃からすぐに辞書で調べるようにしましょう。単語帳をみているだけでは身につきません。文脈の中でそ

の語がどのような意味で用いられているのかが理解できるように日頃から言葉を意識して学習に取り組んでく

ださい。 
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令和７年度 年間指導計画                                         滋賀県立米原高等学校 

科目名 地理探究 

学年 類型・コース 単位数 

３年 
普通科理型・ 

理数科 
３ 

学習の 

目標 

１．「自然環境」、「資源と産業」などの系統地理分野の知識を身に付け、現代世界の人々の生活につ

いて考察できるようにする。 

２．地誌的なアプローチから現代世界の諸課題について理解し、その背景や解決策について考察で

きるようにする。 

３．地理的な見方・考え方を養うとともに、地理情報と地図の活用に関する技能を身につける。 

使用教材 

教科書：『地理探究』（二宮書店） 

     『詳解現代地図 最新版』（二宮書店） 

副教材：『新詳地理資料 COMPLETE202５』（帝国書院） 

     『ウィニングコンパス地理の整理と演習 202５』（とうほう） 

評価 

評
価
法 

定期考査、小テスト、ノート（授業プリント・ワークシート等）、ワークブック、振り返りシート 

評
価
観
点
の
趣
旨 

a 知識・技能 

知識：地理に関わる諸事象に関して，世界の空間的な諸事象の規

則性，傾向性や，世界の諸地域の地域的特色や課題などを

理解する。 

技能：地図や地理情報システムなどを用いて，調査や諸資料から

地理に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる

技能を身に付けるようにする。 

b 思考・判断・表現 

地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，位置や分

布，場所，人間と自然環境との相互依存関係，空間的相互依存作

用，地域などに着目して，系統地理的，地誌的に，概念などを活用

して多面的・多角的に考察したり，地理的な課題の解決に向けて

構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，

それらを基に議論したりする力を養う。 

c 
主体的に学習に 

取り組む態度 

地理に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野にそこ

で見られる課題を主体的に追究，解決しようとする態度を養うと

ともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日

本国民としての自覚，我が国の国土に対する愛情，世界の諸地域

の多様な生活文化を尊重しようとすることの大切さについての自

覚などを深める。 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末と学年末には観点別学習状況の評価（Ａ，Ｂ，Ｃ

の 3段階）及び評定（１～５の 5段階）にまとめます。 
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期 月 
学習項目・単元 

学習内容 

（言語材料・単元の目標） 

評価方法 

a b c 

１
学
期 

4 第Ⅰ編 

第１章 

① 地形 

② 気候と生態  

   系 

③ 世界各地の 

  自然と生活 

④ 日本の自然 

環境と防災 

⑤ 地球環境 

問題 

1.自然環境にかかわる諸事情の規則性、傾向性

などを理解することができる。 

２.自然環境にかかわる基礎知識をもちいて、

人間生活について、多面的・多角的に考察し、

表現することができる。 

３.自然環境にかかわる基礎知識をもちいて、

よりよい社会の実現を視野に，そこで見られ

る課題を主体的に追究しようとしている。 

定期 考

査 

小 テ ス

ト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定期 考

査 

振 り 返

りシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノート 

振 り 返

りシート 

ワ ー ク

ブック 

5 第２章 

① 農林水産業 

② 資源・ 

  エネルギー 

③ 工業 

④ 第３次産業 

１.資源と産業にかかわる諸事情の規則性、傾

向性、現状や問題について理解することが

できる。 

２.資源と産業にかかわる基礎知識をもちい

て、問題解決について、多面的・多角的に考

察し、表現することができる。 

３.資源と産業にかかわる基礎知識をもちい

て、よりよい社会の実現を視野に，そこで見

られる課題を主体的に追究しようとしてい

る。 

中間考査 

6 第３章 

① 交通・通信 

② 貿易・観光 

１.人・モノ・金のつながりにかかわる諸事情の

規則性、傾向性、現状や問題について理解す

ることができる。 

２.人・モノ・金のつながりにかかわる基礎知識

をもちいて、問題解決について、多面的・多

角的に考察し、表現することができる。 

３.人・モノ・金のつながりにかかわる基礎知識

をもちいて、よりよい社会の実現を視野に，

そこで見られる課題を主体的に追究しよう

としている。 

7 第４章 

① 人口 

② 村落 

１.人口、村落・都市にかかわる諸事情の規則

性、傾向性、現状や問題について理解するこ

とができる。 

２.人口、村落・都市にかかわる基礎知識をもち

いて、問題解決について、多面的・多角的に

考察し、表現することができる。 
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３.人口、村落・都市にかかわる基礎知識をもち

いて、よりよい社会の実現を視野に，そこで

見られる課題を主体的に追究しようとして

いる。 

期末考査 

２
学
期 

９ 第５章 

① 生活文化と 

  言語・宗教 

② 国家と 

その領域 

 

 

 

 

 

第Ⅱ変 

第１章 

① 現代世界の 

   地域区分 

 

 

１.文化と国家にかかわる諸事情の規則性、傾

向性、現状や問題について理解することが

できる。 

２.文化と国家にかかわる基礎知識をもちい

て、問題解決について、多面的・多角的に考

察し、表現することができる。 

３.文化と国家にかかわる基礎知識をもちい

て、よりよい社会の実現を視野に，そこで見

られる課題を主体的に追究しようとしてい

る。 

 

 

１.地域の概念や地域区分の意義，有用性を理

解し，地域区分の方法を身につけている。 

２.州や自然，文化，国家群などで地域を区分す

る方法を多面的・多角的に考察し表現する

ことができる。 

３.現代世界をいくつかの地域に区分する方法

や，地域の概念，地域区分の意義，その有用

性を基に，地域区分に対する関心を高め，そ

れを意欲的に追究し，かつ活用しようとし

ている。 

定期 考

査 

小 テ ス

ト 

定期 考

査 

振 り 返

りシート 

ノート 

振 り 返

りシート 

ワ ー ク

ブック 

10 第２章 

① 中国 

② 朝鮮半島 

③ 東南アジア 

④ 南アジア 

⑤ 西アジア・ 

  中央アジア 

 

 

 

１.アジア諸国の歴史的背景や経済，鉱工業，人

口，民族，自然，農牧業について，経済成長

と関連づけながらその特色や課題を理解

し，知識として身につけることができる。 

２.アジア諸国の歴史的背景や経済，鉱工業，人

口，民族，自然，農牧業について，経済成長

と関連づけながら考察し表現することがで

きる。 

３.地図や統計を活用し，さまざまな課題や今

後の日本との関係について多面的・多角的

に思考したことを適切に表現することがで

きる。 

４.アジア諸国の課題意識を高め，背景と現状，

対策などについて意欲的に追究している。 

中間考査 
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11 ⑥ 北アフリカ・ 

  サブサハラア 

フリカ 

⑦ ヨーロッパ 

⑧ ロシア 

⑨ アングロ 

アメリカ 

⑩ ラテン 

アメリカ 

⑪ オーストラリ  

  ア 

⑫ ニュージー 

ランドと 

島嶼国 

１.各国土・各国の歴史的背景や経済，鉱工業，

人口，民族，自然，農牧業について，経済成

長と関連づけながらその特色や課題を理解

し，知識として身につけることができる。 

２. 各国土・各国の歴史的背景や経済，鉱工業，

人口，民族，自然，農牧業について，経済成

長と関連づけながら考察し表現することが

できる。 

３.地図や統計を活用し，さまざまな課題や今

後の日本との関係について多面的・多角的

に思考したことを適切に表現することがで

きる。 

４.各国土・各国の課題意識を高め，背景と現

状，対策などについて意欲的に追究してい

る。 

12 第Ⅲ編 

① 現代日本に 

求められる 

国土像 

１.自然災害や産業の変化，人口減少，多文化共

生社会への対応など，現代世界における日

本の国土の特色や諸課題について，個人や

国，国際社会などからの多角的で客観的な

視点を身につけることができる。 

２.自然災害や産業の変化，人口減少，多文化共

生社会への対応など，日本の国土や社会・経

済の特色について，これまでの地図・系統

的・地誌的学習をふまえ様々な視点から客

観的に考察し，その過程や結果について適

切に表現することができる。 

３.自然災害や産業の変化，人口減少，多文化共

生社会への対応など，日本の国土や社会・経

済の特色や諸課題について関心を高め，そ

の解決の方向性や将来の国土のあり方につ

いて意欲的に追究しようとしている。 

期末考査 

３
学
期 

1  地理問題演習 小 テ ス

ト 

振 り 返

りシート 

ワ ー ク

ブック 2   

3   

 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

「地理探究」では、「地理総合」で培った基礎知識をもちいて、社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ，課題

を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和

で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成することを目指します。普段か

らニュースなどを通して世界に関心を持っておきましょう。 
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令和 7年度 年間指導計画                                         滋賀県立米原高等学校 

科目名 日本史演習 

学年 類型・コース 単位数 

３年 
普通科文型・英語コ

ース 
４ 

学習の 

目標 

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広

い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家および社会の有

為な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成することを目指す。 

使用教材 

主たる教材：『詳説日本史』（山川出版社）  

副教材： 『図説日本史通覧』（帝国書院）  『日本史重要語句チェックリスト』（啓隆社） 

 『ウィニングコンパス日本史の整理と演習』（東京法令出版） 

評価 

評
価
法 

中間考査  期末考査 ノート・ファイル等の提出物 小テスト 

評
価
観
点
の
趣
旨 

a 知識・技能 

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，地理的条件や世

界の歴史と関連づけながら総合的にとらえて理解しているととも

に、諸資料から我が国の歴史に関する様々な情報を適切かつ効

果的に調べまとめる技能を身につけるようにする。 

b 思考・判断・表現 

我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義、伝統と文化の

特色などを、時期や年代、推移、比較、相互の関連や現在とのつな

がりなどに着目して、概念などを活用して多面的・多角的に考察

したり、歴史にみられる課題を把握し解決を視野に入れて構想し

たり、考察、構想したことを効果的に説明したり、それらをもとに

議論したりする力を養う。 

c 
主体的に学習に 

取り組む態度 

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、よりよい社会の実

現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度を養うととも

に、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国

民としての自覚、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化

を尊重することの大切さについての自覚などを深める。 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末と学年末には観点別学習状況の評価（Ａ，Ｂ，Ｃ

の 3段階）及び評定（１～５の 5段階）にまとめます。 
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期 月 
学習項目・単元 

学習内容 

（言語材料・単元の目標） 

評価方法 

a b c 

１
学
期 

4 近世の幕開け ①大航海時代と呼ばれる世界史的背景を踏まえて、ヨー

ロッパ人の東アジアへの進出とその影響を考察する。 

②織田信長の統一事業、豊臣秀吉の天下統一、秀吉の朝

鮮侵略と続く織豊政権の特色と意義、その後の時代への

影響について理解する。 

③新興の大名や都市の豪商の精神を反映した桃山文化

について、町衆の生活にも着目し、時代的背景を踏まえ

て考察する。 

④中世から近世への変化について考察し、時代を通観す

る問いを表現する。 

定期 考

査 

定期 考

査 

ノート・

ファイル

等 の 提

出物 

5 幕藩体制の成立

と展開 

①江戸幕府の成立による幕藩体制の確立過程を理解す

る。 

②江戸幕府の鎖国政策について、単なる対外貿易の遮断

ではないことを理解し、鎖国後の貿易関係の在り方も含

めてその影響と歴史的意義について考察する。 

③幕藩体制の確立期の経済・社会を、兵農分離や村落・

都市支配などの観点から、多面的・多角的に考察する。 

④被支配身分の特質や、周縁部分に生きる人々の社会的

役割について理解する。 

⑤17 世紀後半から 18 世紀前半までの江戸幕府の安定

期について、その平和と秩序の確立の視点で考察する。 

⑥諸藩における政治の安定化や刷新について、その特色

を理解する。 

⑦幕藩体制の安定期の農業・商工業などの発展につい

て、諸産業相互の関係やその社会的役割を踏まえて考察

する。 

⑧全国市場の確立や都市の発達で商品流通が拡大し、各

地で風土に応じた特産物が生まれたことを理解する。 

⑨経済の発展と関連して町人文化が形成されたことにつ

いて、町人の社会的台頭や幕藩体制の安定と関連させて

理解する。 

⑩儒学の特色を理解し、その発達が他の学問に与えた影

響を考察する。 

中間考査 

6 

 

 

 

幕藩体制の動揺 

 

 

 

①農村や都市の変容により幕藩体制が動揺する中、幕府

や諸藩がおこなった諸改革の意義とその影響を考察す

る。 

②幕府や藩の支配に対しておこなわれた百姓一揆や、都
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７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近世から近代へ 

市の打ちこわしの実態について理解する。 

③江戸中期に確立した洋学や国学、新たなかたちで展開

する文学・芸能・美術について、社会の変容にともなう幕

藩体制の動揺と関連づけて考察する。 

④幕府や藩による武士の教育に加え、民間でも私塾や寺

子屋が開かれた背景について理解する。 

⑤欧米諸国のアジア進出による国際情勢の変化やそれに

対する幕政の対処を踏まえて幕府が衰退していく過程を

理解する。 

⑥近代化の基盤の形成について、産業経済面や軍事面な

どに着目して、雄藩の浮上という地方からの視点から考

察する。 

⑦化政文化について、学問・思想・教育・文学・美術・生活

文化の新たな展開に着目し、江戸と地方の文化的交流に

も留意して考察する。 

⑧都市の民衆を中心とする芸能などが盛んになったこと

を理解する。 

 

①国際社会に組み込まれるという国際環境の変化に着

目して、日本の開国を社会・経済面での変化と関わらせ

て考察する。 

②江戸幕府の威信低下と雄藩の台頭について、政治情勢

の変化と列強の動向を関連させて理解する。 

③幕末の動乱における天皇を中心とする統一国家構想

の芽生えから幕府の滅亡、旧幕勢力の一掃に至るまでの

経過を理解する。 

④近世から近代への変化について考察し、時代を通観す

る問いを表現する。 

   

期末考査 

２
学
期 

９ 近代国家の成立 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊歴史資料と近代の展望 

①明治新政府の制度改革や富国強兵・殖産興業政策に着

目して、政治的変革と国家的統一過程を理解する。 

②欧米文化・思想の導入と近代化政策に対する士族反

乱・農民一揆の発生と、言論闘争への転換を理解する。 

③明治初期の対外政策について、欧米への対応とアジア

に対する外交政策の違いについて考察する。 

④政府の強力な中央集権体制への志向のもとで、自由民

権運動の始まりから立憲国家の成立に至る間、近代国家

の基盤が形成されていく過程を考察する。 

⑤大日本帝国憲法の性格について具体的・多角的に理解

定期 考

査 

定期 考

査 

ノート・

ファイル

等 の 提

出物 
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近代国家の展開 

する。 

 

①東アジアをめぐる国際環境が変容する中、国家的課題

であった不平等条約の改正交渉が進展した過程や、朝鮮

問題から日清戦争に至る経緯について理解する。 

②開戦に至る国際関係や、日露戦争の経過、戦後の日本

の国際的地位の変化と植民地支配の推進について、諸外

国の動向と関連づけて考察する。 

③第一次世界大戦前後の政治の動向および対外政策の

推移について、政党政治の発展や日本の中国進出の状況

を踏まえて理解する。 

④第一次世界大戦が日本の社会経済や政治に及ぼした

影響について、欧米・アジア経済との関係や政党内閣の

成立などと関連させて考察する。 

⑤ワシントン体制に至る国際的協調体制の進展など国際

環境の推移を、日本の立場に着目して理解する。 

⑥民主主義的風潮による社会運動の動向を理解すると

ともに、普選運動など政党政治の発展から二大政党によ

る政党内閣制成立に至るまでの意義について考察する。 

10 近代の産業と生

活 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①日清・日露戦争前後にかけて資本主義国家の基礎が確

立された過程を、産業革命や近代産業の発展に着目して

理解する。 

②近代産業の発展にともなう社会問題(労働問題・公害

問題)の発生と政府の対応について考察する。 

③伝統的な文化のうえに欧米文化を摂取するなど二元

性をもって成立した近代文化の特色について、政治・経

済・外交などの視点をもって考察する。 

④義務教育の普及・定着とともに、国家主義的教育が浸

透していくことを理解する。 

⑤労働者や都市中間層の拡大による大衆社会の基盤の

成立に着目し、都市化や市民生活の変化を踏まえて、大

衆文化の特色について考察する。 

⑥大衆文化の前提となる教育の普及・発展、マスメディア

の発達について理解する。 

 

中間考査 

１１ 

 

恐慌と第二次世

界大戦 

①戦後恐慌から昭和恐慌に至る国内経済の動揺につい

て、国内・国外の経済状況と対策に着目して理解する。 

②社会主義運動の高揚と国家主義の台頭による軍部の

政治的進出を踏まえて、協調外交が挫折していく過程を

考察する。 
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③日本の対外政策の推移について、世界情勢や軍部の政

治的進出に着目して、政党内閣の崩壊や国際的孤立の過

程について理解する。 

④恐慌から脱出し、国家主義が高揚する中で、五・一五事

件から二・二六事件にかけて、軍部の影響力が増大して

いく過程を考察する。 

⑤日中戦争の勃発から太平洋戦争の突入に至る過程に

ついて、国民生活の変化や諸統制に着目して全体主義的

な国家体制の進展を考察する。 

⑥第二次世界大戦について、国家間の相違や総力戦の特

色を踏まえ、この戦争が空前の惨禍をもたらした点に着

目して、平和で民主的な国際社会の実現に努める重要性

を認識する。 

12 占領下の日本 

 

 

 

 

 

 

 

 

高度成長の時代 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

激動する世界と

日本 

①戦後の世界秩序を踏まえ、占領政策および戦後の民主

化政策とそれにともなう諸改革について、その経過と内

容を理解する。 

②戦後政治の動きを踏まえて、集大成となる日本国憲法

制定の意義を考察する。 

③東アジア情勢の変化を踏まえ、連合国による占領が終

結して日本が独立した意義を考える。 

④連合国による日本占領の終結と、その後の日米関係の

継続について、様々な国の立場から考察する。 

①独立後の日本国内政治について、衆議院を保守・革新

の二大勢力が占める55年体制の成立から安定した保守

政権となるまでの経過を理解する。 

②冷戦構造の中で日本が国際社会に復帰したことにつ

いて、日本の国際連合への加盟、アメリカ・中華人民共和

国・大韓民国との関係に着目して、独立回復後の日本の

動きを考察する。 

③朝鮮特需による経済復興とその後の高度経済成長に

ついて、経済の国際化と国内の技術革新などの側面に着

目して考察する。 

④消費革命による社会の変貌と、経済成長がもたらした

ひずみである社会問題について理解する。 

①ドル＝ショックや石油危機を踏まえて、主要先進国首

脳会議が開かれた意義を理解する。 

②高度成長が終焉し、保守政権が動揺する中、２度にわ

たる石油危機を乗り越え、経済大国としての道を歩み始

めた日本の状況を多面的・多角的に考察する。 

③冷戦体制の終結とそれに関わる国内の状況について、

日本の政治・外交・経済・生活文化面を踏まえて多面的・

多角的にとらえる。 
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④科学技術・産業の発達によって派生する環境問題やエ

ネルギー問題などの日本の課題とそれに対する日本の

役割を認識する。 

 

期末考査 

３
学
期 

1  日本史問題演習    

2   

3   

 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

日本史探究の授業は、ただ知識をインプットするだけではなく、歴史について、調べ、まとめ、考察する。さらによ

りよい社会の実現を視野に課題を探究すること等の主体的な活動を通じて、自ら考える力を養うことが求めら

れています。一方的に聞くだけではなく、主体的に考えながら授業に参加できるようにしてください。 
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令和７年度 年間指導計画                                         滋賀県立米原高等学校 

科目名 世界史演習 

学年 類型・コース 単位数 

３年 
普通科文型 

普通科英語コース 
４ 

学習の 

目標 

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ、課題を追求したり解決したりする活動を通して、広

い視野に立ち、諸地域の歴史的特質の形成や諸地域の交流・再編、諸地域の結合・変容という大き

な枠組みをもとに、世界の歴史を大きく捉える。 

使用教材 

主たる教材：『グローバルワイド 最新世界史図表』（第一学習社） 

副教材：『新詳 世界史探究』（帝国書院） 

『新詳 世界史探究演習ノート』（帝国書院） 『世界史重要語句ＣｈｅｃｋＬｉｓｔ』（啓隆社） 

『ウィニングコンパス世界史の整理と演習 2024』（とうほう） 

評価 

評
価
法 

定期考査、小テスト、ノート（授業プリント・ワークシート等）、ワークブック、振り返りシート 

評
価
観
点
の
趣
旨 

a 知識・技能 

①世界の歴史の大きな枠組みと展開に関する諸事情について、

地理的条件や日本の歴史と関連付けながら理解している。 

②諸資料から世界の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的

に調べまとめる技能が身についている。 

b 思考・判断・表現 

①世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意

義、特色などを、時期や年代、推移、比較、相互の関連や現代世界

とのつながりなどに着目して、概念などを活用して多面的・多角

的に考察できている。 

②歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりす

る力や、考察、構想したことを効果的に説明したり、それらをもと

に議論したりする力が身についている。 

c 
主体的に学習に 

取り組む態度 

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について、より 

よい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度

が身についている。 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末と学年末には観点別学習状況の評価（Ａ，Ｂ，Ｃ

の 3段階）及び評定（１～５の 5段階）にまとめます。 

 

期 月 
学習項目・単元 

学習内容 

（言語材料・単元の目標） 

評価方法 

a b c 

１
学
期 

4 ３章  主権国家

体制の成立と交

易の拡大 

 

①17～18 世紀のヨーロッパの社会構造の変化

を理解している。 

②17～18 世紀のヨーロッパの社会構造の変化

に大きな影響を与えたものは何かについて考察

し，自分の言葉で表現している。 

③17～18 世紀のヨーロッパの社会構造の変化

を主体的に追究しようとしている。 

 

 

定期 考

査 

小 テ ス

ト 

 

 

 

 

 

定期 考

査 

振 り 返

りシート 

 

 

 

 

 

ノート 

振 り 返

りシート 

ワ ー ク

ブック 
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5 4部 

１章 環大西洋革

命～工業文明と

国民国家の誕生 

 

①大西洋を取り巻く地域で起こった革命が，各

地の社会構造に与えた影響を理解している。 

②大西洋を取り巻く地域で起こった革命が，各

地の社会構造に与えた影響について考察し，自

分の言葉で表現している。 

③大西洋を取り巻く地域で起こった革命が，各

地の社会構造に与えた影響を主体的に追究しよ

うとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

6 ２章 イギリスの

覇権と欧米の国

民国家建設 

 

①イギリスの覇権が欧米諸国に与えた影響を理

解している。 

②国民国家形成の前後で，欧米諸国に生じた変

化について考察し，自分の言葉で表現している。 

③イギリスの覇権が欧米諸国に与えた影響を主

体的に追究しようとしている。 

7 ３章  世界の一

体化の進展とア

ジアの変容 

 

①「西洋の衝撃」がアジア諸地域に与えた影響を

理解している。 

②「西洋の衝撃」によるアジアの変化で，最も重

大だと思うことについて，根拠を示しながら自分

なりに評価し，表現している。 

③「西洋の衝撃」がアジア諸地域に与えた影響を

主体的に追究しようとしている。 

期末考査 

２
学
期 

９ ４章  世界の一

体化の完成とそ

の影響 

 

 

 

 

５章 世界大戦

の時代 

 

 

 

 

①帝国主義が世界各地に与えた変化について，

理解している。 

②帝国主義が世界各地に与えた変化について，

欧米およびアジア・アフリカ・オセアニアの各地域

ごとに考察し，表現している。 

③帝国主義が各地に与えた変化について，主体

的に追究しようとしている。 

①二度の世界大戦が起こった理由を理解してい

る。 

②第一次世界大戦の反省を踏まえた平和への取

り組みは成功せず，第二次世界大戦が起こった

理由について考察し，表現している。 

③二度の世界大戦が起こった理由を主体的に追

究しようとしている。 

定期 考

査 

小 テ ス

ト 

定期 考

査 

振 り 返

りシート 

ノート 

振 り 返

りシート 

ワ ー ク

ブック 

10 ６章  戦後の国

際秩序と冷戦 

 

 

 

 

①第二次世界大戦と冷戦構造の関係について理

解している。 

②冷戦構造が形成されるなかで，アメリカ・ソ連・

ヨーロッパ・第三勢力諸国の動きが冷戦構造に

与えた影響について考察し，自分の言葉で表現

している。 



29 

 

 

 

5部  

１章  冷戦の展

開と平和の模索 

 

 

③冷戦構造が世界にもたらした影響を主体的に

追究しようとしている。 

①冷戦期から現在まで世界各地で発生した紛争

を理解している。 

③冷戦期から現在までの紛争の原因と解決方法

について，共通点や相違点に着目しながら考察

し，課題解決の方法を主体的に追究しようとして

いる。 

中間考査 

11 ２章  グローバ

ル化する国際経

済とその課題 

 

 

3 章 情報と科

学技術によって

結びつく世界 

 

 

 

 

４章  地球世界

の課題の探究 

 

①冷戦終結後に，グローバル化が進んだ状況を

理解している。 

②冷戦終結以降のグローバル化がもたらした功

績と課題，その課題が生じた理由について考察

し，表現している。 

①科学技術の高度化と知識基盤社会の進展につ

いて理解している。 

③科学技術の高度化と知識基盤社会の進展は，

私たちの生活にどのような影響や課題を与えて

いるのか，歴史的経緯を踏まえて考察し，今後の

科学と世界のあり方について主体的に追究しよ

うとしている。 

②これまでの学習を踏まえて，主題を設定し，動

機についても示しながら，よりよい社会実現のた

めの仮説を表現している。 

③地球世界の課題について，歴史的な経緯を踏

まえながら考察し，解決に向けて主体的に追究し

ようとしている。 

12  世界史問題演習 

期末考査 

３
学
期 

1  世界史問題演習 小 テ ス

ト 

振 り 返

りシート 

ワ ー ク

ブック 
2   

3   

 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

「世界史演習」では、「世界史探究」で培った歴史的な見方や考え方を使って、世界の歴史について実際に自分自

身で課題を見つけ考えていく力を養います。引き続き、「なぜ？」という疑問を大切に授業に臨んでください。ま

た、小テストなどで重要事項を覚えた上で、歴史の流れやそれぞれの時代の課題について説明する力を身につ

け、現代社会の課題についても考えていきましょう。 
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令和７年度 年間指導計画                                         滋賀県立米原高等学校 

科目名 政治・経済 
学年 類型・コース 単位数 

３年 普通科文型 ３ 

学習の 

目標 

現実社会の諸課題の解決に向けて探究するための手がかりとなる概念や理論 などについて理解

する。国家および社会の形成者として必要な選択・判断の基準となる考え方や，政治・経済に関す

る概念 や理論などを活用して，現実社会に見られる複雑な課題を把握する。 

使用教材 

教科書：『政治・経済』 （東京書籍） 

副教材：『最新図説 政経』 （浜島書店） 

     『ニューコンパスノート 政治・経済 2024』 （東京法令出版） 

評価 

評
価
法 

中間考査  期末考査 ノート・ファイル等の提出物 小テスト 

評
価
観
点
の
趣
旨 

a 知識・技能 
現実社会の諸課題の解決に向けて探究するための手がかりとな

る概念や理論などについて理解する。 

b 思考・判断・表現 
現実社会の諸課題の解決に向けて探究するための手がかりとな

る概念や理論などについて理解する。 

c 
主体的に学習に 

取り組む態度 

よりよい社会の実現のために，国民主権を担う公民として，現代

の諸課題を主体的に取り組む。 知識および技能を獲得したり，思

考力，判断力，表現力等を身につけたりすることに向けた取り組

みを行おうとしている。 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末と学年末には観点別学習状況の評価（Ａ，Ｂ，Ｃ

の 3段階）及び評定（１～５の 5段階）にまとめます。 

 

期 月 
学習項目・単元 

学習内容 

（言語材料・単元の目標） 

評価方法 

a b c 

１
学
期 

4 第１編 現代日 

本の政治と経済 

第１章 現代日 

本の政治 

１節 民主政治 

の基本原理 

○民主政治の基本原理について，その成り立ち

を歴史的な観点から学習します。 

○民主政治の主たる形態である議院内閣制と大

統領制について，その特徴を学ぶとともに，イス

ラム諸国の政治体制，および社会主義国の変遷

や権力集中制をとる国々の現状について学習し

ます。 

定期 考

査 

コ ン パ

スノート

の提出 

 

定期 考

査 

振 り 返

りシート 

 

ノート 

振 り 返

りシート 

ワ ー ク

ブック 

5 ２節 日本国憲 

法の基本原理 

３節 日本の政 

治機構 

○日本国憲法の成立過程と三大基本原理である

国民主権，基本的人権の尊重，平和主義につい

て歴史的な経緯を踏まえながら理解します。 

○基本的人権・平和主義について学習します。 

○国会が「国権の最高機関」とされることの意

義，内閣の機能や内閣総理大臣の権限，司法の

あり方について学習します。 

○地方自治の意義について学習します。 

中間考査 
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6 ４節 現代政治 

の特質と課題 

第２章 現代日 

本の経済 

１節 現代の資 

本主義経済 

○民主政治における政党や日本における政党の

歴史的経緯について理解します。 

○「18歳選挙権」を念頭におき，民主政治におけ

る選挙の意義について考察します。 

○資本主義経済の特徴について理解を深め，社

会主義経済の理論と現状についても考察しま

す。 

7 ２節 現代経済 

のしくみ 

  

 

○企業形態の中心である株式会社の特徴と今日

的あり方について考察します。 

○資本主義経済の核心をなしている市場の働き

について理解し，市場の失敗についても理解を

深めます。 

○金融の基本的なしくみとともに銀行や中央銀

行が果たす役割について理解します。 

○租税を理解します。 

期末考査 

２
学
期 

９ ３節 日本経済 

の発展と現状 

４節 福祉社会 

と日本経済の課 

題 

○第二次世界大戦後の日本経済復興期の諸改革

や高度経済成長にいたる経緯と背景について理

解し，オイル・ショック後の日本経済の変容と産業

構造の変化，バブル経済とその崩壊について考

察します。 

○日本の社会保障制度の４つの柱について理解

を深めます。また，人口減少社会の問題点や課題

とその解決策について考えます。 

定期 考

査 

コ ン パ

スノート

の提出 

 

定期 考

査 

振 り 返

りシート 

 

ノート 

振 り 返

りシート 

ワ ー ク

ブック 

10 第３章 現代日 

本の諸課題 

第２編 グロー 

バル化する国際 

社会 

第１章 現代の 

国際政治 

１節 国際政治 

のしくみ 

◯日本の少子高齢化について考えます。 

○若者を取り巻く労働環境の現状や問題点を考

察します 

○国際社会の成立過程と主権国家と国際社会の

関係について学習します。 

○国際法に基づく司法的解決の制度について考

察します。 

○国際平和の実現のために形成された勢力均衡

や集団安全保障のしくみについて理解します。 

中間考査 

11 ２節 複雑化す 

る国際政治と日 

本 

第２章 現代の 

国際経済 

１節 国民経済 

と国際経済 

○日本外交の課題について考えます。また，日本

の国際貢献のあり方を考察し，何が重要かを考

えます。 

○貿易の意義，自由貿易の利点などについてリ

カードの比較生産費説をもとに理解します。 

○国際通貨体制や IMF-GATT 体制の変遷につ

いて理解します。 
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12 ２節 世界経済 

の現状と課題 

第３章 国際社 

会の諸課題 

○世界のエネルギー供給の現状と課題を理解し

ます。 

○国際的な経済格差と貧困の現状を理解しま

す。 

期末考査 

３
学
期 

1  政治・経済問題演習  

 

 

 

 

2   

3   

 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

まず、授業を大切にしましょう。授業に積極的に参加して，取り上げられているテーマについて自分なりの考え

と意見を持つことを習慣にしてください。資料集の巻頭に挙げられている時事問題によく目を通すことは勿論

のこと、日頃から政治経済分野についての新聞記事やテレビのニュースに興味関心をもって接していくことも

大切です。幅広く社会的知識を有しておくと、現代文の評論や英語の長文読解にもきっと役立つことでしょう。 

18歳になったら成人となり，有権者でもあります。政治・経済の学習をすることで，自分なりの政治的意見を持

って選挙で投票できる一主権者に成長することを目標としてください。 
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令和７年度 年間指導計画                                         滋賀県立米原高等学校 

科目名 政治・経済 
学年 類型・コース 単位数 

３年 普通科英語コース ２ 

学習の 

目標 

現実社会の諸課題の解決に向けて探究するための手がかりとなる概念や理論 などについて理解

する。国家および社会の形成者として必要な選択・判断の基準となる考え方や，政治・経済に関す

る概念 や理論などを活用して，現実社会に見られる複雑な課題を把握する。 

使用教材 

教科書：『政治・経済』 （東京書籍） 

副教材：『最新図説 政経』 （浜島書店） 

     『ニューコンパスノート 政治・経済 2024』 （東京法令出版） 

評価 

評
価
法 

中間考査  期末考査 ノート・ファイル等の提出物 小テスト 

評
価
観
点
の
趣
旨 

a 知識・技能 
現実社会の諸課題の解決に向けて探究するための手がかりとな

る概念や理論などについて理解する。 

b 思考・判断・表現 
現実社会の諸課題の解決に向けて探究するための手がかりとな

る概念や理論などについて理解する。 

c 
主体的に学習に 

取り組む態度 

よりよい社会の実現のために，国民主権を担う公民として，現代

の諸課題を主体的に取り組む。 知識および技能を獲得したり，思

考力，判断力，表現力等を身につけたりすることに向けた取り組

みを行おうとしている。 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末と学年末には観点別学習状況の評価（Ａ，Ｂ，Ｃ

の 3段階）及び評定（１～５の 5段階）にまとめます。 

 

期 月 
学習項目・単元 

学習内容 

（言語材料・単元の目標） 

評価方法 

a b c 

１
学
期 

4 第１編 現代日 

本の政治と経済 

第１章 現代日 

本の政治 

１節 民主政治 

の基本原理 

○民主政治の基本原理について，その成り立ち

を歴史的な観点から学習します。 

○民主政治の主たる形態である議院内閣制と大

統領制について，その特徴を学ぶとともに，イス

ラム諸国の政治体制，および社会主義国の変遷

や権力集中制をとる国々の現状について学習し

ます。 

定期 考

査 

コ ン パ

スノート

の提出 

 

定期 考

査 

振 り 返

りシート 

 

ノート 

振 り 返

りシート 

ワ ー ク

ブック 

5 ２節 日本国憲 

法の基本原理 

３節 日本の政 

治機構 

○日本国憲法の成立過程と三大基本原理である

国民主権，基本的人権の尊重，平和主義につい

て歴史的な経緯を踏まえながら理解します。 

○基本的人権・平和主義について学習します。 

○国会が「国権の最高機関」とされることの意

義，内閣の機能や内閣総理大臣の権限，司法の

あり方について学習します。 

○地方自治の意義について学習します。 

中間考査 
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6 ４節 現代政治 

の特質と課題 

第２章 現代日 

本の経済 

１節 現代の資 

本主義経済 

○民主政治における政党や日本における政党の

歴史的経緯について理解します。 

○「18歳選挙権」を念頭におき，民主政治におけ

る選挙の意義について考察します。 

○資本主義経済の特徴について理解を深め，社

会主義経済の理論と現状についても考察しま

す。 

7 ２節 現代経済 

のしくみ 

  

 

○企業形態の中心である株式会社の特徴と今日

的あり方について考察します。 

○資本主義経済の核心をなしている市場の働き

について理解し，市場の失敗についても理解を

深めます。 

○金融の基本的なしくみとともに銀行や中央銀

行が果たす役割について理解します。 

○租税を理解します。 

期末考査 

２
学
期 

９ ３節 日本経済 

の発展と現状 

４節 福祉社会 

と日本経済の課 

題 

○第二次世界大戦後の日本経済復興期の諸改革

や高度経済成長にいたる経緯と背景について理

解し，オイル・ショック後の日本経済の変容と産業

構造の変化，バブル経済とその崩壊について考

察します。 

○日本の社会保障制度の４つの柱について理解

を深めます。また，人口減少社会の問題点や課題

とその解決策について考えます。 

定期 考

査 

コ ン パ

スノート

の提出 

 

定期 考

査 

振 り 返

りシート 

 

ノート 

振 り 返

りシート 

ワ ー ク

ブック 

10 第３章 現代日 

本の諸課題 

第２編 グロー 

バル化する国際 

社会 

第１章 現代の 

国際政治 

１節 国際政治 

のしくみ 

◯日本の少子高齢化について考えます。 

○若者を取り巻く労働環境の現状や問題点を考

察します 

○国際社会の成立過程と主権国家と国際社会の

関係について学習します。 

○国際法に基づく司法的解決の制度について考

察します。 

○国際平和の実現のために形成された勢力均衡

や集団安全保障のしくみについて理解します。 

中間考査 

11 ２節 複雑化す 

る国際政治と日 

本 

第２章 現代の 

国際経済 

１節 国民経済 

と国際経済 

○日本外交の課題について考えます。また，日本

の国際貢献のあり方を考察し，何が重要かを考

えます。 

○貿易の意義，自由貿易の利点などについてリ

カードの比較生産費説をもとに理解します。 

○国際通貨体制や IMF-GATT 体制の変遷につ

いて理解します。 
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12 ２節 世界経済 

の現状と課題 

第３章 国際社 

会の諸課題 

○世界のエネルギー供給の現状と課題を理解し

ます。 

○国際的な経済格差と貧困の現状を理解しま

す。 

期末考査 

３
学
期 

1  政治・経済問題演習  

 

 

 

 

2   

3   

 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

まず、授業を大切にしましょう。授業に積極的に参加して，取り上げられているテーマについて自分なりの考え

と意見を持つことを習慣にしてください。資料集の巻頭に挙げられている時事問題によく目を通すことは勿論

のこと、日頃から政治経済分野についての新聞記事やテレビのニュースに興味関心をもって接していくことも

大切です。幅広く社会的知識を有しておくと、現代文の評論や英語の長文読解にもきっと役立つことでしょう。 

18歳になったら成人となり，有権者でもあります。政治・経済の学習をすることで，自分なりの政治的意見を持

って選挙で投票できる一主権者に成長することを目標としてください。 
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令和 7年度 年間指導計画                                         滋賀県立米原高等学校 

科目名 数学Ⅲ 
学年 類型・コース 単位数 

３年 普通科理型 ３ 

学習の 

目標 

極限，微分法及び積分法の考えについて理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，

事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用

する態度を育てる。 

使用教材 
教科書：『新編 数学Ⅲ』 【数研出版】 

副教材：『新課程 ４プロセス数学Ⅲ＋C』 【数研出版】 

評価 

評
価
法 

各定期考査による成績。 

◎単元ごとの小テストや、定期考査ごとの課題（ノート）等を参考にして評価する。 

評
価
観
点
の
趣
旨 

a 知識・技能 

極限，微分法及び積分法についての概念や原理・法則を体系的

に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，

数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 

b 思考・判断・表現 

数列や関数の値の変化に着目し，極限について考察したり，関

数関係をより深く捉えて事象を的確に表現し，数学的に考察した

りする力，いろいろな関数の局所的な性質や大域的な性質に着目

し，事象を数学的に考察したり，問題解決の過程や結果を振り返

って統合的・発展的に考察したりする力を養う。 

c 
主体的に学習に 

取り組む態度 

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘

り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，

問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりし

ようとする態度や創造性の基礎を養う。 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末と学年末には観点別学習状況の評価（Ａ，Ｂ，Ｃ

の 3段階）及び評定（１～５の 5段階）にまとめます。 

 

期 月 
学習項目・単元 

学習内容 

（言語材料・単元の目標） 

評価方法 

a b c 

１
学
期 

4  

＜数学Ⅲ＞ 

第３章 微分法 

第１節 導関数 

 

 

 

 

 

 

※９月まで週４時間で数学Ⅲを実施 

 

微分係数と導関数 

＊微分係数や導関数の定義を理解し，導関数に

ついての様々な性質や公式を導き，それらを導

関数の計算に活用できるようにする。 

 

＊微分可能性と連続性の関係を理解し，連続で

はあるが微分可能でないことを示す。 

 

 

 

中間 考

査 

 

小 テ ス

ト 

 

 

 

 

 

中間 考

査 

 

小 テ ス

ト 

 

 

 

 

 

ノート 

 

 

振 り 返

りシート 
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第２節 

いろいろな関数

の導関数 

 

 

 

 

導関数の計算 

＊αの範囲を自然数，整数，有理数と拡張しなが

ら，(𝑥𝛼)′ = 𝛼𝑥𝛼−1を証明していく考え方や方法

を理解する。 

 

＊導関数の性質，積の導関数，商の導関数，合成

関数の導関数，逆関数の微分法を理解し，種々の

導関数の計算に利用することができる。 

 

 

いろいろな関数の導関数 

＊三角関数の導関数を理解し，三角関数を含む

種々の関数の導関数を計算できる。 

 

＊自然対数 e の定義と，対数関数の導関数を理

解し，対数関数を含む種々の関数の導関数を計

算できる。 

 

＊指数関数の導関数を理解し，指数関数を含む

種々の関数の導関数を計算できる。 

 

第 n次導関数 

＊高次導関数の定義，表記を理解し，種々の関数

の高次導関数を求めることができる。 

 

曲線の方程式と導関数 

＊方程式F(x，y)＝0を関数とみて，合成関数の

導関数を利用して微分することができる 

 

＊媒介変数 tで表された関数の導関数を，tの関

数として表すことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 第４章 

微分法の応用 

 

第１節 

導関数の応用 

 

 

 

 

 

接線の方程式 

＊微分係数の意味を理解しており，接線の方程

式を求めることができる。 

 

＊公式を利用して，法線の方程式を求めること

ができる。 

 

＊傾きや通る 1 点から接線の方程式を求めるこ

とができる。 
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第１節 

導関数の応用 

 

 

平均値の定理 

＊平均値の定理と，その図形的意味を理解し，具

体的に cの値を求めることができる。 

 

関数の値の変化 

＊関数の極大値・極小値や最大値・最小値を調べ

る際に，増減表をかいて考察できる。 

 

＊導関数の符号と関数の増減の関係を理解し，

導関数を利用して関数の増減が調べられる。 

 

＊導関数を利用して，関数の極値が求められる。 

 

＊導関数を利用して，関数の最大値・最小値を求

めることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 考

査 

 

小 テ ス

ト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 考

査 

 

小 テ ス

ト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノート 

 

 

振 り 返

りシート 

中間考査 

6  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２節 

いろいろな応用 

 

 

 

関数のグラフ 

＊曲線の凹凸の定義を理解し，第 2 次導関数の

符号で曲線の凹凸が判定できる。 

 

＊変曲点の定義を理解し，変曲点が求められる。 

 

＊関数の増減，凹凸，変曲点，漸近線，定義域，x

→±∞のときの状態などを調べてグラフをかく

ことができる。 

 

＊第 2次導関数と極値の関係を理解し，第 2次

導関数を利用して極値を求めることができる。 

方程式, 不等式への応用 

＊方程式 f(x)＝a の実数解の個数を，関数 y＝

f(x)のグラフと直線 y＝a の共有点の個数に読

み替えて考察できる。 

＊導関数を利用して，不等式を証明することが

できる。 

 

速度と加速度 

＊直線上や平面上を運動する点の速度，速さ，加

速度の定義を理解し，点の座標が与えられたと

きにそれらを求めることができる。 
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課題学習② 

近似式 

＊導関数を利用して，種々の関数の近似式を作

り，近似値を求めることができる。 

 

微分法の応用 

「最短のケーブルで都市をつなぐ方法」 

7 第５章 

積分とその応用 

第１節 

不定積分 

 

 

 

 

 

 

第２節 

定積分 

 

 

不定積分とその基本性質 

＊不定積分の定義や性質を理解し，それを利用

して種々の関数の不定積分を計算できる。 

 

置換積分法と部分積分法 

＊被積分関数の形の特徴から，置換積分法や部

分積分法を利用して，不定積分を求めることが

できる。 

 

 

いろいろな関数の不定積分 

＊様々な工夫によって被積分関数を変形するこ

とで，不定積分を求めることができる。 

 

定積分とその基本性質 

＊定積分の定義や性質を理解し，それを利用し

て種々の関数の定積分を計算できる。 

 

置換積分法と部分積分法 

＊定積分の置換積分法では，積分区間の変換に

注意して定積分を計算している。 

＊偶関数，奇関数の定積分の性質を理解し，積分

区間が原点対称のとき，それを利用して定積分

の計算をすることができる。 

 

＊定積分の置換積分法，部分積分法を理解し，そ

れを利用して複雑な関数の定積分を計算でき

る。 

 

期末考査 

２
学
期 

９  

 

 

 

 

定積分のいろいろな問題 

＊特別な形をした数列の和の極限を，定積分を

利用して計算することができる。 

＊不等式に現れる式の図形的意味を考えること

で，定積分を利用して不等式の証明を考察す

ることができる。 

 

中間 考

査 

 

小 テ ス

ト 

中間 考

査 

 

小 テ ス

ト 

ノート 

 

 

振 り 返

りシート 
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第３節 

積分法の応用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題学習③ 

面積 

＊面積を求める際には，グラフの上下関係，積分

範囲などを図をかいて考察している。 

＊直線や曲線で囲まれた部分の面積を，定積分

で表して求めることができる。 

 

体積 

＊立体の断面積を積分することで体積が求めら

れることを理解し，体積を求めることができる。 

＊回転体の体積を求める方法を理解し，回転体

の体積を求めることができる。 

 

道のり 

＊数直線上を運動する点の座標，道のりを定積

分を用いて求めることができる。 

＊座標平面上の点の座標が媒介変数で表されて

いるとき，点が動く道のりを定積分を用いて求

めることができる。 

 

曲線の長さ 

＊定積分を用いて，曲線の長さを求めることが

できる。 

 

調和級数と積分法 

「数列の極限, 積分法とその応用」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10  ※以降週４時間で数学 Cを実施 

中間考査 

11   

12   

 

３
学
期 

1      

2   

3   

 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

授業用ノートと４プロのノートは分けてください。復習が大切です。 

習った問題は、早いうちに問題集の問題を解いて、理解を深めましょう。 
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令和 7年度 年間指導計画                                         滋賀県立米原高等学校 

科目名 数学 C 
学年 類型・コース 単位数 

３年 普通科・理型 １ 

学習の 

目標 

平面上の曲線と複素数平面について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，数学

的な表現の工夫について認識を深め，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識で

きるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。 

使用教材 
教科書：『新編 数学 C』【数研出版】 

副教材：『新課程 ４プロセス数学Ⅲ＋C』【数研出版】  

評価 

評
価
法 

各定期考査による成績。 

◎単元ごとの小テストや、定期考査ごとの課題（ノート）等を参考にして評価する。 

評
価
観
点
の
趣
旨 

a 知識・技能 

平面上の曲線と複素数平面についての基本的な概念や原理・

法則を体系的に理解するとともに，数学的な表現の工夫について

認識を深め，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に

表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 

b 思考・判断・表現 

図形や図形の構造に着目し，それらの性質を統合的・発展的に

考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表

現する力を養う。 

c 
主体的に学習に 

取り組む態度 

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔

軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決

の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとす

る態度や創造性の基礎を養う。 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末と学年末には観点別学習状況の評価（Ａ，Ｂ，Ｃ

の 3段階）及び評定（１～５の 5段階）にまとめます。 

 

期 月 
学習項目・単元 

学習内容 

（言語材料・単元の目標） 

評価方法 

a b c 

１
学
期 

4      

5   

中間考査 

6   

7   

期末考査 

２
学
期 

９   中間 考

査 

 

小 テ ス

ト 

 

 

中間 考

査 

 

小 テ ス

ト 

 

 

ノート 

 

 

振 り 返

りシート 

 

 

10  

第 3章 

複素数平面 

※１０月から週４時間で数学 Cを実施 

複素数平面 

＊1 つの複素数が複素数平面上で 1つの点を表

すことを理解し，点を複素数平面上に表すことが

できる。 

＊複素数の絶対値の定義および図形的意味を理
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解し，説明できる。 

＊複素数の和，差，実数倍の，複素数平面におけ

る図形的意味を理解し，説明できる。 

 

複素数の極形式 

＊複素数の極形式について理解し，複素数を極

形式で表すことができる。 

＊複素数の積，商の絶対値，偏角の性質を理解

し，それらを求めることができる。 

＊共役複素数や－z などを極形式でどのように

表すか，その定義から考察できる。 

 

ド・モアブルの定理 

＊ド・モアブルの定理を理解し，複素数の n 乗を

求めることができる。 

＊複素数の n 乗根がちょうど n 個存在すること

を，極形式を用いて考察できる。 

＊複素数の積や商が複素数平面上で何を表すか

理解している。 

 

複素数と図形 

＊線分の内分点や外分点を表す複素数を求める

ことができる。 

＊複素数の方程式について，その意味を考えた

り計算したりすることで，表す図形を求めること

ができる。 

＊点zと連動して動く点wが描く図形について，

その式の意味も含めて考察したり説明したりで

きる。 

＊複素数平面上で半直線のなす角を求めること

ができる。 

＊複素数平面上で3点が一直線上にある条件や

2直線が垂直に交わる条件を理解し，利用するこ

とができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年 末

考査 

 

小 テ ス

ト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年 末

考査 

 

小 テ ス

ト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノート 

 

振 り 返

りシート 中間考査 

11 第 4章 

式と曲線 

第 1節 

2次曲線 

 

 

放物線 

＊放物線が，焦点と準線からの距離が等しい点

の軌跡であることを理解している。 

＊軌跡の考え方を用いて，放物線の方程式を導

くことができる。 

＊放物線の標準形について理解し，放物線の概
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第 2節 

媒介変数表示と

極座標 

形をかいたり焦点や準線を求めたりできる。ま

た，条件から放物線の方程式を求めることがで

きる。 

 

楕円 

＊楕円が，2 つの焦点からの距離の和が一定で

ある点の軌跡であることを理解している。 

＊楕円の標準形について理解し，楕円の概形を

かいたり焦点や長軸，短軸の長さを求めたりで

きる。 

＊焦点の座標などから，楕円の方程式を求める

ことができる。 

＊焦点が y 軸上にある楕円の概形をかいたり，

焦点や長軸，短軸の長さを求めたりできる。 

＊条件を満たす点の軌跡として，楕円の方程式

を求めることができる。 

 

双曲線 

＊双曲線が，2 つの焦点からの距離の差が一定

である点の軌跡であることを理解している。 

＊双曲線の標準形について理解し，双曲線の概

形をかいたり焦点や頂点，漸近線を求めたりで

きる。 

＊焦点の座標などから，双曲線の方程式を求め

ることができる。 

＊直角双曲線の定義や方程式について理解して

いる。 

＊焦点が y 軸上にある双曲線の方程式につい

て，焦点が x 軸上にある双曲線をもとに考察で

きる。 

＊焦点が y 軸上にある双曲線の概形をかいた

り，焦点や頂点，漸近線を求めたりできる。 

 

2次曲線の平行移動 

＊x，y の 2 次式を変形して，2 次曲線の概形を

考えることができる。 

＊曲線 F(x－p，y－q)＝0は曲線 

F(x，y)＝0 を平行移動したものであることを理

解している。 

2次曲線と直線 

＊2次曲線の接線や接点を2次方程式の実数解

を利用して求めることができる。 
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＊2 次曲線の接線の方程式の一般形について理

解し，接点が与えられたときに接線を求めること

ができる。 

 

曲線の媒介変数 

＊曲線が媒介変数を用いて表される仕組みを理

解している。 

＊媒介変数表示された曲線の方程式を求めるこ

とができる。 

＊条件から点の座標を 1 つの文字で表し，それ

を曲線の媒介変数表示と捉えることで，その点

が描く曲線を求めることができる。 

＊円や楕円を媒介変数表示できる 

 

極座標と極方程式 

＊極座標による表示について理解し，点の極座

標を求めたり，極座標が与えられた点の位置を

求めたりできる。 

＊点の座標について，直交座標と極座標を相互

に変換できる。 

＊円や直線を極方程式で表すことができる。ま

た，極方程式で表される曲線を図示することが

できる。 

＊直交座標と極座標の関係性を理解したうえ

で，点の座標や方程式を相互に変換することが

できる。 

コンピュータの利用 

＊媒介変数表示された曲線や極方程式で表され

る曲線を，コンピュータを用いて描くことができ

る。 

12  数学 Cの演習 

期末考査 

３
学
期 

1  数学 Cの演習    

2   

3   

 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

授業用ノートと４プロのノートは分けてください。復習が大切です。 

習った問題は、早いうちに問題集の問題を解いて、理解を深めましょう。 
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令和 7年度 年間指導計画                                         滋賀県立米原高等学校 

科目名 総合数学 

学年 類型・コース 単位数 

３年 
普通科文型 

普通科英語コース 
４単位 

学習の 

目標 

高校数学のまとめとして、各分野における理解を深め、知識の習得と技能の習熟を図り、事象を数

学的に考察し処理する能力を伸ばすとともに、それらを積極的に活用する態度を育てる。 

使用教材 

主たる教材：『チャート式 新課程 基礎からの数学Ⅰ＋A』 （数研出版） 

『チャート式 新課程 基礎からの数学Ⅱ＋B＋C』 （数研出版） 

副教材：『新課程ニューステージ数学演習Ⅰ・A＋Ⅱ・B・C』 （数研出版） 

評価 

評
価
法 

定期考査、小テスト、課題考査、ノート、プリント、課題（宿題）、振り返りシートで評価します。 

評
価
観
点
の
趣
旨 

a 知識・技能 

基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を

数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりす

る技能を身に付けるようにする。 

b 思考・判断・表現 

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事

象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力、数学的な表現

を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に付けてい

る。 

c 
主体的に学習に 

取り組む態度 

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟

に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の

過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする

態度や創造性の基礎を養う。 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末と学年末には観点別学習状況の評価（Ａ，Ｂ，Ｃ

の 3段階）及び評定（１～５の 5段階）にまとめます。 

 

期 月 
学習項目・単元 

学習内容 

（言語材料・単元の目標） 

評価方法 

a b c 

１
学
期 

4 数学ⅠA演習 数と式 

２次関数 

図形と計量 

データの分析 

中間考査 

 

小テスト 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

テスト 

中間考査 

 

課題 

 

ノート 

 

 

 

期末考査 

 

課題 

ノート 

 

 

プリント 

 

 

振り返り

シート 

 

ノート 

 

5  場合の数と確率 

図形の性質 

整数の性質 

中間考査 

6 数学ⅡB 演習 図形と式 

三角関数 

指数・対数関数 
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微分法・積分法  

 

 

ノート 

プリント 

 

振り返り

シート 

7  数列 

期末考査 

２
学
期 

９ 数学ＢＣ 演習 

 

 

ベクトル 

統計 

中間考査 

 

小テスト 

 

 

 

期末考査 

 

テスト 

 

 

中間考査 

 

課題 

 

ノート 

 

期末考査 

 

課題 

 

ノート 

ノート 

 

 

プリント 

 

 

振り返り

シート 

 

ノート 

 

プリント 

 

振り返り

シート 

10 総合問題演習 

 

数学ⅠAの応用発展問題 

 

中間考査 

11 総合問題演習 

 

数学ⅡBCの応用発展問題 

 

12 総合問題演習 

 

 

数学ⅠA・ⅡBCの応用発展問題 

 

 

期末考査 

３
学
期 

1 総合問題演習 数学ⅠA・ⅡBCの応用発展問題    

2   

3   

 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

演習の中で、解答に導くための解説を生徒にさせる中で、論理的に導く手段や、わかりやすい解説を考えながら

発表に取り組む。 
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令和 7年度 年間指導計画                                         滋賀県立米原高等学校 

科目名 総合数学 
学年 類型・コース 単位数 

３年 普通科理型 ４単位 

学習の 

目標 

高校数学のまとめとして、各分野における理解を深め、知識の習得と技能の習熟を図り、事象を数

学的に考察し処理する能力を伸ばすとともに、それらを積極的に活用する態度を育てる。 

使用教材 

主たる教材：『チャート式 新課程 基礎からの数学Ⅰ＋A』 （数研出版） 

『チャート式 新課程 基礎からの数学Ⅱ＋B+C』 （数研出版） 

副教材：『共通テスト分野別演習 数学 I・A/II・B・C』 （Ｚ会出版） 

評価 

評
価
法 

定期考査、小テスト、課題考査、ノート、プリント、課題（宿題）、振り返りシートで評価します。 

評
価
観
点
の
趣
旨 

a 知識・技能 

基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を

数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりす

る技能を身に付けるようにする。 

b 思考・判断・表現 

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事

象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力、数学的な表現

を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に付けてい

る。 

c 
主体的に学習に 

取り組む態度 

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟

に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の

過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする

態度や創造性の基礎を養う。 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末と学年末には観点別学習状況の評価（Ａ，Ｂ，Ｃ

の 3段階）及び評定（１～５の 5段階）にまとめます。 

 

期 月 
学習項目・単元 

学習内容 

（言語材料・単元の目標） 

評価方法 

a b c 

１
学
期 

4 数学ⅠA演習 数と式 

２次関数 

図形と計量 

データの分析 

中間考査 

 

小テスト 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

テスト 

中間考査 

 

課題 

 

ノート 

 

 

 

期末考査 

 

課題 

ノート 

 

 

プリント 

 

 

振り返り

シート 

 

ノート 

 

5  場合の数と確率 

図形の性質 

整数の性質 

中間考査 

6 数学ⅡBC演習 式と証明  

複素数と方程式 

図形と方程式 
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三角関数 

指数・対数関数 

微分法と積分法 

 

 

 

ノート 

プリント 

 

振り返り

シート 7  数列 

ベクトル 

統計的な推測 

期末考査 

２
学
期 

９ 総合問題演習 数学ⅠAの応用発展問題 中間考査 

 

小テスト 

 

 

 

期末考査 

 

テスト 

 

 

中間考査 

 

課題 

 

ノート 

 

期末考査 

 

課題 

 

ノート 

ノート 

 

プリント 

 

振り返り

シート 

 

ノート 

 

プリント 

 

振り返り

シート 

10 総合問題演習 

 

数学ⅡBCの応用発展問題 

 

中間考査 

11 総合問題演習 

 

数学ⅠA・ⅡBCの総合問題 

 

12 総合問題演習 

 

数学ⅠA・ⅡBCの総合問題 

 

期末考査 

３
学
期 

1 総合問題演習 数学ⅠA・ⅡBCの総合問題    

2   

3   

 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

演習の中で、解答に導くための解説を生徒にさせる中で、論理的に導く手段や、わかりやすい解説を考えながら

発表に取り組む。 
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令和 7年度 年間指導計画                                         滋賀県立米原高等学校 

科目名 数学演習 
学年 類型・コース 単位数 

３年 普通科理型 ３ 

学習の 

目標 

高校数学のまとめとして、各分野における理解を深め、知識の習得と技能の習熟を図り、事象を数

学的に考察し処理する能力を伸ばすとともに、それらを積極的に活用する態度を育てる。 

使用教材 

主たる教材：『チャート式 新課程 基礎からの数学Ⅰ＋A』 （数研出版） 

『チャート式 新課程 基礎からの数学Ⅱ＋B+C』 （数研出版） 

副教材：『新課程メジアン数学演習Ⅰ・Ⅱ・A・B・Ｃ［ベクトル］』 （数研出版） 

評価 

評
価
法 

定期考査、小テスト、課題考査、ノート、プリント、課題（宿題）で評価します。 

評
価
観
点
の
趣
旨 

a 知識・技能 

基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を

数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりす

る技能を身に付けるようにする。 

b 思考・判断・表現 

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事

象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力、数学的な表現

を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に付けてい

る。 

c 
主体的に学習に 

取り組む態度 

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟

に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の

過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする

態度や創造性の基礎を養う。 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末と学年末には観点別学習状況の評価（Ａ，Ｂ，Ｃ

の 3段階）及び評定（１～５の 5段階）にまとめます。 

 

期 月 
学習項目・単元 

学習内容 

（言語材料・単元の目標） 

評価方法 

a b c 

１
学
期 

4 数学ⅠA演習 数と式 

関数と方程式・不等式 

式と証明，論理 

 

中間考査 

 

小テスト 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

小テスト 

 

 

中間考査 

 

課題 

 

ノート 

 

 

 

期末考査 

 

課題 

 

ノート 

ノート 

 

プリント 

 

 

 

 

 

ノート 

 

プリント 

 

 

5  整数の性質 

場合の数と確率 

図形の性質 

 

中間考査 

6 数学ⅡB 演習 図形と式 

三角関数 

指数・対数関数 

微分法・積分法 
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7  数列 

期末考査 

２
学
期 

９ 数学ＢＣ 演習 

 

 

ベクトル 

統計 

中間考査 

 

小テスト 

 

 

 

期末考査 

 

小テスト 

 

中間考査 

 

課題 

 

ノート 

 

期末考査 

 

課題 

 

ノート 

ノート 

 

プリント 

 

 

 

ノート 

 

プリント 

 

 

10 総合問題演習 

 

数学ⅠAの応用発展問題 

 

中間考査 

11 総合問題演習 

 

数学ⅡBCの応用発展問題 

 

 

12 総合問題演習 

 

 

数学ⅠA・ⅡBCの応用発展問題 

 

 

期末考査 

３
学
期 

1 総合問題演習 数学ⅠA・ⅡBCの応用発展問題    

2   

3   

 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

演習の中で、解答に導くための解説をしてもらいます。論理的に導く手段や、わかりやすい解説を考えながら発

表に取り組んでください。考察する力や表現する力をさらに身につけましょう。 
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令和７年度 年間指導計画                                         滋賀県立米原高等学校 

科目名 物理 
学年 類型・コース 単位数 

３年 普通科 ４ 

学習の 

目標 

物理的な事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しを持って観察、実験を行うこと

などを通して、科学的に探究するために必要な資質・能力を身につける。 

使用教材 
教科書：『物理』（数研出版）   

副教材：『リードα物理』（数研出版） 

評価 

評
価
法 

定期考査、実験レポート、問題集への取り組み、発表の内容などで評価します。 

評
価
観
点
の
趣
旨 

a 知識・技能 
知識の習得や知識の概念的な理解、実験操作の基本的な技術の

習得ができている。 

b 思考・判断・表現 
習得した「知識・技能」を活用して、課題を解決できる思考力・判断

力・表現力などを身に付けている。 

c 
主体的に学習に 

取り組む態度 

知識・技能の習得や思考力・判断力・表現力などを身に付ける過

程において、粘り強く学習に取り組んでいる。自ら学習を調整し

ようとしている。 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末と学年末には観点別学習状況の評価（Ａ，Ｂ，Ｃ

の 3段階）及び評定（１～５の 5段階）にまとめます。 

 

期 月 
学習項目・単元 

学習内容 

（言語材料・単元の目標） 

評価方法 

a b c 

１
学
期 

4 波の伝わり方 

1.波と媒質の運動 

2.正弦波の式 

3.波の伝わり方 

 

 

 

 

 

音の伝わり方 

1.音の伝わり方 

2.音のドップラー効

果 

＊ 波動とは，媒質の 1 点に起こった振動が，媒質中を

少しずつ遅れて伝わっていく現象であることを確認

し，波を表す要素についても確認する。 

＊ 波源が単振動をするとき，その振動が周囲の媒質

に伝わると正弦波が生じることを理解する。原点で

の単振動の式をもとにして正弦波の一般式を正し

くつくれる。 

＊ 波の干渉・反射・屈折・回折の現象を理解し，ホイヘ

ンスの原理によって反射・屈折の法則を導くことが

できる。 

＊ ドップラー効果について学び，音源が動く場合に

は，観測者の運動に関係なく波長が変化することを

理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

授業態度 

発表内容

実習態度 

（通年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題集取組 

 

 

 

 

 

 

5 光 

1.光の性質 

2.レンズと鏡 

 

 

 

 

＊ 光にも反射・屈折の法則が成りたつことを理解す

る。 

＊ 凸レンズと凹レンズについて，レンズがつくる像を

図および実験を通して理解する。また，写像公式と

の関係を理解する。球面鏡がつくる像は，レンズの

場合と似た手順で求められることを理解する 

中間考査 

6 3.光の干渉と回折 

 

 

 

 

 

＊ ヤングの実験において，複スリットからスクリーン上

の点までのそれぞれの距離の差から明線，暗線の式

が導かれ，この式から隣りあう明線の間隔も求めら

れることを理解する。薄膜による光の干渉について

も，光路差のほかに，薄膜中での波長の変化や反射

の際の位相の変化にも注意して考えられる。 
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電場 

1.静電気力 

 

 

2.電場 

 

 

3.電位 

 

＊ 原子は原子核と電子からできており，帯電は電子の

過不足によって起こり，電気現象は電子が主役であ

ることをはっきり認識する。静電気力の性質とクー

ロンの法則を理解する。 

＊ 電荷のまわりにできる電場は，試験電荷にはたらく

静電気力の大きさと向きにより定まるベクトルであ

ることを理解する。 

＊ 試験電荷がもつ，静電気力による位置エネルギーが

電位であることを理解する。電場と電位との関係を

理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

レポート 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

 

 

 

 

レポート 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

 

 

 

 

レポート 

 

 

 

 

 

 

問題集取組 

7 4.物質と電場 

 

＊ 電場の中に物体を置くとき，導体か不導体かによ

り，現象が異なることを理解する。電場の中に置か

れた導体内には電場がなく，導体全体が等電位と

なることをきちんと理解する。 

期末考査 

２
学
期 

９ 5.コンデンサー 

 

 

 

 

電流 

1.オームの法則 

 

2.直流回路 

 

3.半導体 

 

電流と磁場 

1.磁場 

2.電流のつくる磁場 

 

 

 

3.電流が磁場から受

ける力 

 

4.ローレンツ力 

 

＊ 一様な電場内の電場と電位差との関係などから，

コンデンサーの極板に蓄えられる電気量が電位差

に比例することが導かれることを示し，電気容量を

理解する。また極板間に挿入された誘電体のはた

らき，および誘電率，比誘電率を理解する。コンデン

サ―の接続についても理解する。 

＊ 導体を流れる電流の大きさが電圧に比例すること

を示し，電気抵抗を理解する。 

＊ 電流や電圧の意味を確認しながらキルヒホッフの

法則をきちんと理解する。 

＊ 抵抗率が導体と不導体の中間にある半導体につい

て，電流が流れるしくみや特徴を理解する。 

＊ 磁石の性質を示し，磁場の中に置かれた物体が磁

化すること，および磁性体について学習する。 

＊ 直線電流が周囲につくる磁場，円形電流が円の中

心につくる磁場，ソレノイドがその内部につくる磁

場について，電流・磁場の関係を理解する。 

 

＊ 電流が磁場から受ける力について理解し，その力の

向きをしっかりと把握する。また，平行電流が及ぼ

しあう力についてその向きと大きさとを理解する。 

＊ 電流が磁場から受ける力を微視的に考察し，運動す

る荷電粒子が磁場から受けるローレンツ力につい

て理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 電磁誘導と電磁波 

1.電磁誘導の法則 

 

2.自己誘導と相互誘

導 

 

 

3.交流の発生 

 

4.交流回路 

 

 

 

＊ 電磁誘導の現象を実感し，ファラデーの電磁誘導の

法則，エネルギーの移り変わり，磁場によるローレン

ツ力など，異なる面から考えられるようにする。 

＊ コイルに流れる電流が変化すると誘導起電力が生

じ，その大きさは電流の変化の速さに比例すること

を理解する。電流の流れているコイルには，磁場の

形でエネルギーが蓄えられていることを把握する。 

＊ 交流の発生のしくみと，交流の実効値について，そ

の意味をしっかりと理解する。 

＊ 交流回路のインピーダンスについても学習する。共

振現象と電気振動の項目で，振動が生じる理由と

そのときの固有周波数が共振周波数と一致するこ

とを学習する。 
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5.電磁波 ＊ 電磁波の発生のしくみについて理解する。  

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

問題集取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種演習へ

の取り組み 

中間考査 

11 電子と光 

1.電子 

 

 

2.光の粒子性 

 

3.X線 

 

 

 

4.粒子の波動性 

 

原子と原子核 

1.原子の構造とエネ

ルギー準位 

 

 

2.原子核 

 

3.放射線とその性質 

 

 

4.核反応と核エネル

ギー 

 

 

5.素粒子 

 

物理学が築く未来 

＊ 陰極線の本体が電子であることを理解する。トムソ

ンの実験とミリカンの実験とから，電子の比電荷，

電荷，質量の各値がどのように得られたかを理解す

る。 

＊ 光電効果のから，光電効果の現象が定性的にも定

量的にも説明できることを学習する。 

＊ X線の発生について簡単に扱い，X線を光子と考え

ると，最短波長の大きさが説明できることを理解す

る。コンプトン効果により，光子のエネルギー保存，

運動量保存の式が理解できるようにする。 

＊ 光の粒子性と対比し，電子に波動性があることを理

解する。 

＊ ラザフォードの原子模型が登場するまでの経過に

ついて理解する。 

＊ 水素原子の発するスペクトルの式とボーアの水素原

子模型について説明し，水素原子のエネルギー準位

を理解する。  

＊ 原子核が陽子と中性子とからなること，また核力，

同位体について理解する。 

＊ α線，β線，γ線の本体が何であるかを理解し，α

崩壊とβ崩壊について学ぶ。半減期と放射線の性

質と利用について理解する。 

＊ 原子核反応について学び，質量欠損，結合エネルギ

ーの定義を正しく理解する。核分裂反応，核融合反

応について解放されるエネルギーについて理解す

る。 

＊ 自然の階層性について説明し，素粒子とは何かを

把握する。 

＊ これまでの学習内容が，現在における最先端の研

究や産業などの基盤となっていることを，具体例を

通して理解する。 

12 総合演習 ＊ 物理基礎，物理の総復習，問題演習 

期末考査 

３
学
期 

1 総合演習 ＊ 物理基礎，物理の総復習，問題演習   各種演習へ

の取り組み 

 
2   

3   

 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

自らの手で計算を行うことがなにより重要です。これを基礎として、現象を数式に落とし込み、式から現象を想像する能力が体得さ

れます。そして、図を書く習慣を身につけて下さい。図を書くことで、与えられて状況を整理する能力が身につきます。図も式も、ま

ずは手を動かして自分の手で書いてみてください。 
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令和 7年度 年間指導計画                                         滋賀県立米原高等学校 

科目名 化学 
学年 類型・コース 単位数 

３年 普通科理型 ３ 

学習の 

目標 

化学の基本的な知識を基にして、より広く深く、化学の知識を系統的に定着させ、発展的な問題に

道筋を立て、取り組もうとする姿勢を身に着けさせる。 

使用教材 
教科書：『化学』 （数研出版） 

副教材：『新課程版セミナー化学』 （第一学習社） 

評価 

評
価
法 

定期考査、実験レポート等の提出物で評価 

評
価
観
点
の
趣
旨 

a 知識・技能 
知識の習得や知識の概念的な理解ができている。実験操作の基

本的な技術の知識的理解ができている。 

b 思考・判断・表現 
習得した「知識・技能」を活用して、演習問題を解くための思考力・判断力・表

現力などを身に付けている。 

c 
主体的に学習に 

取り組む態度 

知識・技能の習得や思考力・判断力・表現力などを身に付ける過程において、

粘り強く学習に取り組んでいる、自ら学習を調整しようとしている。 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末と学年末には観点別学習状況の評価（Ａ，Ｂ，Ｃ

の 3段階）及び評定（１～５の 5段階）にまとめます。 

 

期 月 
学習項目・単元 

学習内容 

（言語材料・単元の目標） 

評価方法 

a b c 

１
学
期 

4 非金属元素 非金属元素について、性質、特徴を理解する。 中間 考

査 

 

期末 考

査 

中間 考

査 

 

期末 考

査 

提出物 

5 金属元素（典型

元素） 

金属元素（遷移

元素） 

典型元素の理解を深め、金属イオンの系統分析

ができるようにする。 

遷移元素の理解を深め、金属イオンの系統分析

ができるようにする。 

中間考査 

6 有機化合物の分

類と分析 

有機化合物の特徴を理解し、分類ができるよう

にする。 

7 脂肪族炭化水素 専門用語を確実に把握し、名称から分子式、構造

式が頭にうかんでくるようにする。 

期末考査 

２
学
期 

９ アルコールと関

連化合物 

有機化合物の１大勢力であるアルコールについ

て、その反応を理解する。 

中間 考

査 

 

期末 考

査 

中間 考

査 

 

期末 考

査 

提出物 

10 芳香族化合物 構造式決定ができるようにする。 

中間考査 

11 高分子化合物 単糖をはじめ、高分子化合物の構造式が書ける

ようにする。 

12 化学全般演習 総合問題を通して化学全般の復習を行い、化学

に対する不安を軽減する。 

期末考査 
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３
学
期 

1 化学全般演習 総合問題演習    

2   

3   

 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

暗記をしなければいけない知識が多く、こつこつ復習することが大事。計算問題もパターンがあるが、それをその

まま覚えるのではなく、なぜこの計算をしているのかを考えながら問題を解く必要がある。問題集を大いに活用

してほしい。 
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令和７年度 年間指導計画                                         滋賀県立米原高等学校 

科目名 生物 
学年 類型・コース 単位数 

３年 普通科理型 ４ 

学習の 

目標 

生物に関する種々の現象や生物の構造等を学ぶ中で、生物学に関する知識を身につけると共に、

科学的・論理的な思考力を養う。その結果、生物学を探求するために必要な資質・能力を育成する。 

使用教材 
教科書：『生物』（数研出版） 

副教材：『新課程二訂版スクエア最新図説生物』（第一学習社） 

評価 

評
価
法 

定期考査、実験レポート、授業ノートなどで評価します。 

評
価
観
点
の
趣
旨 

a 知識・技能 
知識の習得や知識の概念的な理解、実験操作の基本的な技術の

習得ができている。 

b 思考・判断・表現 
習得した「知識・技能」を活用して、課題を解決できる思考力・判断

力・表現力などを身に付けている。 

c 
主体的に学習に 

取り組む態度 

知識・技能の習得や思考力・判断力・表現力などを身に付ける過

程において、粘り強く学習に取り組んでいる。自ら学習を調整し

ようとしている。 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末と学年末には観点別学習状況の評価（Ａ，Ｂ，Ｃ

の 3段階）及び評定（１～５の 5段階）にまとめます。 

 

期 月 
学習項目・単元 

学習内容 

（言語材料・単元の目標） 

評価方法 

a b c 

１
学
期 

4 第４章  遺伝情報の

発現と発生 

4.発生と遺伝子発現 

５．遺伝子を扱う技術 

 

 

第５章  動物の反応

と行動 

１．刺激の受容 

＊ 発生の過程で，遺伝子の発現調節によって細胞が

分化するしくみを理解する。 

＊ 細胞の分化を引き起こす遺伝子の発現調節は，細

胞内の物質のはたらきや，他の細胞からのはたらき

かけによって起こることを理解する。 

＊ 遺伝子を扱うさまざまな技術について，その原理を

理解する。遺伝子を扱うさまざまな技術が，私たち

の生活に与える影響を理解する。 

＊ バイオテクノロジー調べ学習 

＊ 視覚は，眼の網膜で需要された光刺激の情報が，神

経によって脳に伝えられて生じることを理解する。

需要期の種類によって，刺激を受け取るしくみがそ

れぞれ異なることを理解する。 

節末チェック 

（通年） 

 

 

レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

節末チェック 

（通年） 

 

 

レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

節末チェック

授業態度 

実習態度 

（通年） 

レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 ２．ニューロンとその

興奮 

３．情報の統合 

４．刺激への反応 

５．動物の行動 

＊ ニューロンの興奮は細胞膜で生じる電気的な変化

であり，イオンチャネルやポンプのはたらきで生じ

ることを理解する。ニューロンに生じた興奮が軸索

を伝わり，シナプスを介して次のニューロンへと伝

えられることを理解する。 

＊ ヒトの神経系が，末しょう神経系と中枢神経系から

構成されていることを理解する。ヒトの脳の構造と
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はたらきについて理解する。 

＊ 効果器である筋肉の構造を理解する。筋肉が，神経

系から伝達されてきた刺激を受け取って主宿する

しくみを理解する。 

＊ 動物の行動は，遺伝的にプログラムされた生得的な

行動と経験によって変化する学習行動によって形

成されることを理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

 

 

 

問題集課題 

授業ノート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題集課題 

授業ノート 

中間考査 

6 第６章  植物の環境

応答 

１．植物の生活と植物

ホルモン 

２．発芽の調節 

３．成長の調節 

４．器官の文化と花芽

形成の調節 

 

＊ 植物は，周囲の環境の変化を感知して，自らのから

だを適切な時期に適切な時期に適切な状態へと変

化させていることを理解する。環境からの情報の伝

達には，植物ホルモンがはたらいていることを理解

する。 

＊ 植物の種子が，周囲の環境を感知して休眠・発芽す

るしくみと，その意義を理解する。 

＊ 植物の成長は，光や重力などの要因によって調節さ

れていることを理解する。植物の成長の調節には，

植物ホルモンが重要なはたらきをしていることを理

解する。 

＊ 植物は，葉，茎，根，花といった器官からなり，これら

の器官への分化を通して植物が成長していくことを

理解する。植物の器官の分化は，成長の段階や環境

の変化に応じて調節されていることを理解する。 

7 ５．環境の変化に対す

る応答 

６．配偶子形成と受精 

＊ 植物が，環境要因の変化に応じて，気孔を開閉し，

二酸化炭素や水の出入りを調節するしくみを理解

する。植物が，病気や食害，生育に不適当な環境で，

どのように自身を守っていくのかを理解する。 

＊ 被子植物における配偶子形成と受精の仕組みを理

解する。種子の形成や果実の成熟のしくみを理解す

る。 

期末考査 

２
学
期 

９ 第７章  生物群集と

生態系 

１．個体群の構造と性

質 

２．個体群内の個体間

の関係 

３．異なる種の個体群

間の関係 

 

＊ 個体群の成長のしかたには個体群密度が影響して

いることを理解する。生物の生存曲線の型は，その

生物の年齢ごとの死亡率によって大別されること

を理解する。 

＊ 同種の動物が集まって暮らすことで生じる利益と

不利益を理解する。動物の個体群内の個体どうし

の間で，どのような関係が見られるか理解する。 

＊ 生態系は異なる生物種からなる個体群の集まりで

構成されており，個体群どうしは互いに深く関係し

ていることを理解する。生物群集の中で多様な生

物種が共存できるしくみを理解する。 
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10 ４．生態系の物質生産

と物質循環 

５．生態系と人間生活 

＊ 上位の栄養段階の生物では，利用できるエネルギー

量にかぎりがあることを理解する。生態系における

物質の循環とエネルギーの移動について，それぞれ

の特徴を理解する。 

＊ 生態系や生物多様性の保全の重要性を理解する。

人間活動によって生態系に影響を及ぼすしくみを

理解する。 

＊ 血液凝固観察実習 

 

 

 

 

 

 

 

レポート 

中間考査 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

 

 

 

 

レポート 

中間考査 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

 

 

 

 

レポート 

問題集課題 

授業ノート 

 

各種演習へ

の取り組み 

 

中間考査 

11 総合演習 ＊ 生物基礎，生物の総復習，問題演習 

12 総合演習 ＊ 生物基礎，生物の総復習，問題演習 

期末考査 

３
学
期 

1 総合演習 ＊ 生物基礎，生物の総復習，問題演習    

2   

3   

 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

日々の授業においては、その日の内容を理解できるよう、授業中および家庭で教科書を読もう。図説や問題集を

利用しながら、復習をしましょう。考査前には、再度問題集を解き、授業中に行った問題演習の確認をしましょう。 

実験や実習においては、目的を理解し、取り組み、「考察」を大切にしたレポートを作成し、必ず提出しましょう。 
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令和 7年度 年間指導計画                                         滋賀県立米原高等学校 

科目名 化学演習 
学年 類型・コース 単位数 

３年 普通科文型・英語コース ２ 

学習の 

目標 

物質とその変化に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しを持って観察、実験を行うことなど

を通して、物質とその変化を科学的に探究するために必要な資質・能力を身につける。 

使用教材 
主たる教材：自作のプリント 

副教材：『新課程版セミナー化学基礎』 （第一学習社） 

評価 

評
価
法 

定期考査・小テスト・振り返りシート・実験レポート・演習ノートなど 

評
価
観
点
の
趣
旨 

a 知識・技能 

日常生活や社会との関連を図りながら、物質とその変化についての基本的な概念や

原理・法則などを理解しているとともに、科学的に探究するために必要な観察、実験

などに関する基本操作や記録などの基本的な技能を身に付けている。 

b 思考・判断・表現 
物質とその変化から問題を見出し、見通しを持って観察、実験などを行い、得られた結

果を分析して解釈し、表現するなど科学的に探究している。 

c 
主体的に学習に 

取り組む態度 

物質とその変化に主体的に関わり、見通しを持ったり振り返ったりするな

ど、科学的に探究しようとしている。 

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、学期末と学年末には観点別学習状況の評価（Ａ，Ｂ，Ｃの 3

段階）及び評定（１～５の 5段階）にまとめます。 

 

期 月 
学習項目・単元 

学習内容 

（言語材料・単元の目標） 

評価方法 

a b c 

１
学
期 

4 酸化還元反応 

酸化と還元 

酸化剤と還元剤 

＊ 酸化還元反応の３つの定義を学び、酸化還元反応に

は電子の移動が伴うことを見出す。 

＊ 酸化数を求めることができるようになる。 

＊ 酸化剤と還元剤のはたらきを示す反応式から酸化剤

と還元剤のはたらきについて説明できる。 

＊ 酸化還元反応の化学反応式から、量的関係を見出し、

過酸化水素の濃度を求めることができる。 

 

 

 

 

小テスト 

 

 

 

 

中間考査 

 

小テスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノート 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振り返り

シート 

ノート 

 

 

 

 

 

 

 

振り返り

シート 

5 金属の酸化還元

反応 

＊ 金属樹ができることに興味を持ち、金属の単体とイオ

ンがどのような場合に金属樹が生じるのかを見出す

ことができる。 

＊ イオン化傾向と酸との反応について、酸と酸化力の違

いを明確にしながら説明できる。  

中間考査 

6  酸化還元反応の

利用 

＊ 電解質水溶液と金属を利用することによって電池が

できることを学び，電池には充電のできない一次電

池と充電のできる二次電池があることを理解する。 

あわせて，金属を鉱石から得る製錬の手法について 

も理解する。 

7 化学が拓く世界 ＊ 化学基礎で学んだ物質の特徴や化学変化が，食品保

存，化粧品，浄水場といったさまざまな場面の技術と

結びついていることを学習することによって，化学基
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礎で学んだことの理解をさらに深める。  

期末考査 

 

期末考査 

 

ノート 期末考査 

２
学
期 

９ 化学基礎の振り返

り 

＊ 化学基礎全般の復習を行い、単元横断の思考力を身

につける 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

振り返り

シート 

 

 

 

振り返り

シート 

10 化学基礎の振り返

り 

＊ 化学基礎全般の復習を行い、単元横断の思考力を身

につける 

中間考査 

11 化学基礎の振り返

り 

＊ 化学基礎全般の復習を行い、単元横断の思考力を身

につける 

12 化学基礎の振り返

り 

＊ 化学基礎全般の復習を行い、単元横断の思考力を身

につける 

期末考査 

３
学
期 

1 化学基礎の振り返

り 

＊ 化学基礎全般の復習を行い、単元横断の思考力を身

につける 

   

2   

3   

 

担当者からのメッセージ（学習方法など） 

1年次から学んできた化学基礎の内容を振り返り、総合的な力を身につけるようにしていきます。また、身近なと

ころにある化学を理解できるようにしていきましょう。 
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